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生駒市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の 

状況に関する点検・評価について 

 

生駒市教育委員会では、市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の

大綱である「生駒市教育大綱」で示された基本方針に基づく具体的な事業を掲げた

教育大綱アクションプランを毎年度策定しています。教育大綱アクションプラン

は、社会情勢の変化や点検・評価の結果を踏まえ、毎年度見直しを行うこととなっ

ています。 

第２次生駒市教育大綱の最終年度となる令和５年度も、教育大綱アクションプ

ランを基に、大綱の基本理念である「『遊ぼう』『学ぼう』『生きよう』みんなで

いこまを楽しもう」の実現に向けて、各施策及び事業に取り組んでまいりました。 

令和５年度は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが５月から

５類感染症となったことから、活動における様々な制限や制約がなくなり、「コロ

ナ前」のように活動を行えるようになりました。一方で、コロナ禍が社会に及ぼし

た影響は大きく、多くの面で新たなスタートを切った１年となりました。 

このような中、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づく、生駒市教育

委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況について、アクションプランに掲

げられた施策及び事業を中心に、令和５年度の実績の点検・評価を行いましたので、

同法第２６条の規定により報告します。 

 

  令和６年８月  日  

                       生駒市教育委員会 

                       教育長 原 井 葉 子 
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令和６年度（令和５年度対象）活動点検評価報告書の作成にあたって 

 

１ 報告書の位置付け 

この報告書は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（以下「法」とい

う。）第２６条第１項の規定により、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執

行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを

議会に提出するとともに、公表するものです。 

 

２ 国等の動向 

国では、改正法が平成２７年４月に施行され、教育委員会制度が大きく変わりま

した。  

また、学習指導要領が平成２８年度末に改訂され、幼稚園は平成３０年度、小学

校は令和２年度、中学校は令和３年度から新たな学習指導要領に基づく教育課程

や指導が実施され、「主体的・対話的で深い学び」を実現するための取組や、小学

校高学年での「外国語科」の導入など、教育を取り巻く環境が大きく変わりました。 

あわせて、令和２年度には新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、ＧＩＧＡスク

ール構想が前倒しされ、情報端末が児童生徒１人に１台配備されました。また、中

央教育審議会では、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を柱とした「令和の日

本型学校教育」の実現がまとめられています。  

生駒市では、平成２８年６月に「生駒市教育大綱」を策定し、基本理念である「『遊

ぼう』『学ぼう』『生きよう』みんなでいこまを楽しもう」の実現に向けた具体的

な取組を「アクションプラン」として掲げ、毎年度 P D C A サイクルに基づく効果的

な進行管理を行うことにより、より実効的な施策・事業を推進しています。  

なお、本大綱は推進期間が４年間とされていたことから、社会情勢の変化やアク

ションプランにおける実績や成果等を踏まえて、令和２年６月に第２次生駒市教

育大綱を策定し、具体的な取組を進めています。また、第２次生駒市教育大綱も策

定から４年を経過することから、第２次生駒市教育大綱に基づく施策及び事業の

点検・評価は今回で最後になります。  
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３ 点検評価の概要 

 ( 1 )  点検評価の対象  

   令和５年度は、教育委員会が行っている活動を大きく下記の２つに分類しそ

れらを構成する各施策・事業について、点検評価を行います。  

   ①教育委員会の活動状況  

   ②第２次生駒市教育大綱に基づく施策・事業  
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基本方針１ 子育てを楽しめる地域づくり 

１ 保護者支援の場・コミュニティづくり 

２ 「遊び」を「学び」につなぐ就学前教育の充実 

基本方針２ ２１世紀を生き抜くしなやかでたくましい人づくり 

１ 地域に開かれ、地域とともにある学校づくりの推進 

２ ICT 機器を活用した新たな学びの創出と時代に応じた環境整備 

５ 「楽しい授業づくり」のための教職員の育成と環境整備 

４ 主体的に学び、挑戦を続けるたくましい心身の育成 

３ 多様性を認める柔軟性とやさしい心の育成 

基本方針３ すべてのライフステージで、楽しみながら学び、地域とつながる機会づくり 

１ すべての人が楽しく、安心して成長し、活躍できる機会の創出 

２ 人と本、人と人をつなぎ、まちづくりの拠点となる可能性に満ちた図書館づくり 

３ 歴史 ・ 伝統文化 ・ 芸術を通じた、より豊かなまちの実現 

４ 「健康」 「生きがい」 「仲間」 「まち」 をつくるスポーツの発展 
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 ( 2 )  点検評価の方法  

   各事業の取組の実績を踏まえ、達成状況を４段階の評価基準をもって評価し

ます。  

    【評価基準】  

    Ｓ  目標を上回る成果、効果を得ることができた。  

    Ａ  取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した。  

    Ｂ  一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない。  

    Ｃ  未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない。  

 

評価にあたっては、アクションプラン掲載事業については目標に対する達

成度を評価するとともに、取組内容や当該事業等の実施によってどのような

効果が得られたのかを明確にして評価を行います。  

未達成の事業や取組が十分でない事業がある場合は、その要因と理由を明

確にし、次年度以降の活動や事業等の実施に活かします。  

 

 (３ )  評価の総括  

教育委員会の活動状況  

事 業 数 ７   S ： ０  A ： ７  B ： ０  C ： ０   

事業・取組名称  評価  

教育委員会会議の開催  A  

学校訪問、各施設視察、研究発表会・学校行事の参観  A  

その他市教育委員会主催事業等への参加  A  

教育委員としての資質・能力の向上  A  

各種教育機関との連携  A  

総合教育会議の開催（会議は市長が主催）  A  

教育大綱アクションプランの策定  A  

 

 

 

 



 

4 

教育大綱に基づく施策・事業  

総 事 業 数 ９ ０   S ： ５  A ： ８ １   B ： ３  C ： １  

 

基本方針１ 子育てを楽しめる地域づくり  

 事 業 数 １ ６   S ： ０  A ： 1 5   B ： 1  C ： ０  

事業・取組名称  評価  

子ども家庭総合支援拠点の充実  A  

第３期生駒市子ども・子育て支援事業計画策定事業  A  

地域で支え合う子育ての推進  A  

男性の育児を促す取組の推進  A  

待機児童解消に向けた取組の推進  B  

地域子育て支援拠点事業  A  

学童保育の充実  A  

家庭・学校・地域が連携した家庭教育の支援  A  

幼児期の教育と小学校教育の育ちをつなぐ保幼小接続事業  A  

幼稚園コミュニティ・スクール  A  

保護者・地域と連携した特色ある幼稚園運営の取組  A  

公立幼稚園のあり方に関する検討事業  A  

市立幼稚園における預かり保育の実施  A  

生駒幼稚園こども園移行事業  A  

特別支援教育の充実  A  

幼稚園・保育所教員研修の実施  A  

 

基本方針２ 2 1 世紀を生き抜くしなやかでたくましい人づくり  

  事 業 数 4 ０   S ： ４  A ： ３ ５  B ： １  C ： ０  

事業・取組名称  評価  

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の推進  A  

放課後子ども教室の運営  A  

いこま教育フォーラムの実施  Ｓ  

積極的な情報公開と学校評価の実施  A  

学校創造推進事業  A  

安全教育の推進  A  

スクールボランティアプログラム・学びのサポーター派遣事業  A  

I C T を活用した教育の推進  A  

I C T 活用教育リーダー育成研修の実施  A  

G o o g l e 認定教育者資格取得支援事業  Ｓ  

プログラミング教育の推進  A  
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I C T 活用教育支援事業  A  

小・中学校のあり方検討事業  A  

小中学校施設の計画的な大規模改修事業  A  

生駒南小学校・中学校老朽化対策事業  B  

学校給食センター整備事業  A  

自殺対策推進事業  A  

ＩＣＴ機器を安全に活用するための情報モラル教育の推進  A  

いじめ防止等の施策推進  A  

特別支援教育の充実  A  

不 登 校 支 援 推 進 （ の び の び ほ っ と ル ー ム 、 い き い き ほ っ と ル ー ム 、

o V i c e ） の 運 営  
A  

自校式通級指導教室推進事業  A  

スクールカウンセラー配置の拡充  A  

スクールソーシャルワーカー配置の拡充  A  

特別支援教育支援員の配置  A  

教育相談の実施  A  

ことばの教室・通級指導教室エルの運営  A  

読書活動・学校図書館の充実  A  

生駒こどもチャレンジ補助事業  A  

社会に開かれた学校教育推進事業  A  

部活動支援事業  A  

チャレンジ！やさしくたくましいいこまっ子キャンプ  A  

小学校１年生３０人程度学級の実施  A  

伝え合う力育成事業  A  

奈良先端科学技術大学院大学と連携した授業の実施  A  

教職員がいきいきと子どもと向き合う時間創造プログラムの推進  A  

グローバル時代に対応した外国語教育の推進  A  

問題発見能力や他者と協働するコミュニケーション能力の育成  A  

市内教員（ミドルリーダー）向け先進校視察支援事業  Ｓ  

講師不足対策  Ｓ  

 

基本方針３ すべてのライフステージで、楽しみながら学び、地域とつながる機会づくり  

  事 業 数 3 4   S ： 1  A ： 3 1  B ： 1  C ： 1  

事業・取組名称  評価  

幅広い世代への学ぶ機会の提供と地域の人材活用 A  

困難を抱える子ども・若者に対する支援の充実  A  

学びと活躍推進事業  S  

多様性を認め合う場の提供  C  



 

6 

高齢者の学びへの意欲向上と、学びを「行動」につなげる仕組み

づくり  
A  

家庭・学校・地域が連携した家庭教育の支援  A  

新たな地域クラブ活動推進事業  A  

生涯学習施設整備事業  A  

体育施設整備事業  A  

生涯学習施設の設備の充実  A  

生涯学習施設の管理運営  A  

子ども読書活動の充実  A  

「人を通して人を知る」「本を通して人を知る」をキャッチフレ

ーズとするビブリオバトル全国大会の開催  
A  

市民との連携や「協創」のもと、まちづくりの拠点となる図書館づくり A  

図書館読書バリアフリー事業 A  

図書館本館リニューアル事業 A  

図書館の運営と充実 A  

子ども読書活動の充実 A  

読書活動ボランティアの育成と協働による事業推進 A  

『生駒市史』編さん事業  A  

市史編さん収集資料活用事業「いこま歴史アーカイブ」 A  

歴史・伝統文化の学びの場の提供と情報発信 A  

市民との「協創」による「音楽のまち生駒」の発信 A  

生駒ふるさとミュージアム管理運営 A  

文化芸術事業 A  

文化財保護と歴史文化の普及 A  

第２期スポーツ推進計画策定事業 A  

総合型地域スポーツクラブ育成・支援事業  A  

みんなのスポーツ推進事業  A  

トップアスリート連携事業  B  

子ども体力向上事業の実施  A  

スポーツ、レクリエーション活動  A  

社会体育施設の管理運営  A  

スポーツ推進審議会の開催、スポーツ推進委員の運営  A  

 

４ 生駒市教育委員会活動点検評価委員の意見 

点検及び評価にあたっては、法第２６条第２項の規定により、教育に関し学識経

験を有する者の知見を活用するため、生駒市教育委員会活動点検評価委員２名を

委嘱し、教育委員会による自己評価に対し、同委員から意見が提出されています。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

教育委員会の活動状況  

 

事業・取組 

名称 
活動内容 実績・成果 評価 

教 育 委 員 会

会 議 の 開 催  

定 例 会 及 び 臨 時 会 を

開 催 し 、 議 案 及 び 報

告 案 件 を 審 議 す る 。  

教 育 委 員 会 が 所 管 す

る 予 算 、 規 則 の 制 定

改 廃 、 人 事 案 件 等 に

つ い て 議 決 、 承 認 を

行 う 。  

【 会 議 開 催 回 数 】  

定 例 会 ： １ ２ 回  

臨 時 会 ： ３ 回  

 

【 審 議 件 数 】  

議 案 ： 2 8 件  

報 告 案 件 ： １ ９ 件  

A  

直 接 会 議 の 場 に

参 加 が で き な い

場 合 で も オ ン ラ イ

ン を 活 用 す る こ と

に よ り 会 議 に 参 加

で き る 環 境 が 整 え

ら れ て い る こ と

で 、 委 員 が 直 接 議

論 を 行 う 機 会 を

創 出 で き 、 規 則 の

制 定 改 廃 や 学 校

で の 事 案 等 の 各

案 件 に つ い て 、 十

分 な 審 議 の 上 、 遅

滞 な く 議 決 、 承 認

を 行 っ た 。  

学 校 訪 問 、

各 施 設 視

察 、 研 究 発

表 会 ・ 学 校 行

事 の 参 観  

定 期 学 校 訪 問 を 実

施 。  

３０校園を 対 象 に 訪 問

し 、 授 業 の 参 観 及 び

学 校 運 営 全 般 に わ た

る 視 察 を 行 っ た 。  

 

市 内 ３０ 校園で 学校 訪

問 を 実 施 し 、 学 校 経

営 、 教 育 課 程 の 運 用 、

学習指導など学校教育

全 般 に わ た り 、 学 校 の

実態に即して指導助言

するとともに、各学校が

主 体 的 に 、 よ り 充 実 し

た教育活動や特色ある

学校経営が推進できる

よう支援した。 

ま た 、 授 業 の 在 り 方

を 見 直 し 、 授 業 改 善

を 進 め る よ う に 助 言

し た 。  

A  

コ ロ ナ 禍 を 経 て 新

た に 動 き 出 し た 学

校 の 取 組 に つ い

て 視 察 を 行 っ た 。

オ ン ラ イ ン 授 業 の

実 施 や １ 人 １ 台 端

末 を 活 用 し た 授

業 な ど 新 た な 学 び

方 に つ い て の 現

状 を 確 認 す る こ と

が で き た 。 学 習 指

導 要 領 に 沿 っ た

授 業 改 善 を 推 進

す る よ う に 助 言 し

た 。  

そ の 他 市 教

育 委 員 会 主

催 事 業 等 へ

の 参 加  

成 人 式 、 市 民 体 育 大

会 及 び 市 民 体 育 祭 、

生 駒 市 人 権 教 育 推 進

協 議 会 総 会 及 び 研 究

大 会 等 へ 参 加 す る 。  

開 催 さ れ た 教 育 委 員

会 主 催 事 業 に 参 加 し

た 。  

( 二 十 歳 の つ ど い 、 市

民 体 育 大 会 、 生 駒 市

人 権 教 育 推 進 協 議 会

総 会 及 び 研 究 大 会 )  

A  

市 教 育 委 員 会 等

が 主 催 す る 行 事

に 参 加 し 、 市 教 育

行 政 に つ い て 理

解 を 深 め る こ と が

で き た 。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 実績・成果 評価 

教 育 委 員 と

し て の 資 質 ・

能 力 の 向 上  

全 国 及 び 県 で 開 催 さ

れ る 研 修 会 等 へ 参 加

し 、 教 育 委 員 と し て の

資 質 ・ 能 力 の 向 上 を

図 る 。  

市 町 村 教 育 委 員 会 研

究 協 議 会 、 近 畿 市 町

村 教 育 委 員 会 研 修 大

会 、 奈 良 県 市 町 村 教

育 委 員 会 連 合 会 研 修

大 会 に 参 加 。  

A  

対 面 の ほ か 、 オ ン

ラ イ ン で 開 催 さ れ

た 研 修 会 に も 積

極 的 に 参 加 す る こ

と で 、 教 育 委 員 各

個 人 に お い て 研

鑽 を 積 み 、 能 力 向

上 に つ な が っ た 。

また、国の動向や

県 内 外 の 市 町 村

教 育 委 員 会 の 現

状 や 課 題 を 知 る

こ と が で き た の

は、教育委員の資

質 向 上 に 有 効 で

あった。  

各 種 教 育 機

関 と の 連 携  

教 育 委 員 会 が 設 置 す

る 附 属 機 関 や 教 育 関

係 機 関 ・ 団 体 等 の 活

用 ・ 連 携 に よ り 、 多 種

多 様 な 教 育 課 題 に 的

確 に 対 応 す る 。  

附 属 機 関 の 活 用 や 教

育 関 係 団 体 と の 連 携

を 図 っ た 。  

（ 社 会 教 育 委 員 、 ス ポ

ー ツ 推 進 審 議 会 、 子

ど も ・ 子 育 て 会 議 、 市

史 編 さ ん 委 員 会 ）  

A  

例 年 同 様 、 多 種

多 様 な 教 育 課 題

に 附 属 機 関 の 活

用 な ど の 的 確 な

対 応 を 行 う と と も

に 、 教 育 関 係 機 関

と の 積 極 的 な 連

携 に 努 め る こ と が

で き た 。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 実績・成果 評価 

総 合 教 育 会

議 の 開 催 （ 会

議 は 市 長 が

主 催 ）  

I C T 教 育 や 小 中 一

貫 教 育 を は じ め と す

る 教 育 環 境 の 充 実 に

つ い て 、 市 長 と 協 議

を 行 う 。  

総 合 教 育 会 議 を ５ 回

開 催 し 、 「 第 ３ 次 生 駒

市 教 育 大 綱 の 策 定 に

つ い て 」 、 「 壱 分 幼 稚

園 の 認 定 こ ど も 園 整

備 に 関 す る 基 本 計 画

策 定 に つ い て 」 、 「 生

駒 南 小 学 校 ・ 生 駒 南

中 学 校 整 備 事 業 基 本

構 想 に つ い て 」 を 協

議 し た 。  

A  

第 ３ 次 生 駒 市 教

育 大 綱 の 策 定 に

向 け て 、 令 和 ５ 年

度 は ５ 回 に わ た っ

て 協 議 を 行 い 、 教

育 大 綱 の 内 容 に

つ い て 深 い 議 論

を 行 う こ と が で き

た 。 壱 分 幼 稚 園 の

認 定 こ ど も 園 整 備

に 関 す る 基 本 計

画 で は 、 民 営 化 さ

れ た 場 合 の メ リ ッ

ト や デ メ リ ッ ト を

協 議 し 、 基 本 計 画

案 の 改 善 を 図 っ

た 。 ま た 、 生 駒 南

小 学 校 ・ 生 駒 南 中

学 校 整 備 事 業 基

本 構 想 に つ い て

は 、 地 域 で の 意 見

を 盛 り 込 ん だ 基

本 構 想 案 を 協 議

し 、 新 し い 学 校 整

備 に 向 け て ど の よ

う な 学 校 を 作 っ て

い く か の 認 識 を 共

有 で き た 。  

教 育 大 綱 ア

ク シ ョ ン プ ラ

ン の 策 定  

大 綱 の 基 本 理 念 及 び

基 本 方 針 を 実 現 す る

た め 、 具 体 的 な 施 策 ・

事 業 を 掲 げ た ア ク シ

ョ ン プ ラ ン を 策 定 し 、

P D C A サ イ ク ル に 基

づ く 実 効 性 の あ る 取

組 を 推 進 す る 。  

令 和 ２ 年 ６ 月 に 策 定

さ れ た 第 ２ 次 生 駒 市

教 育 大 綱 に 基 づ き 、

令 和 ５ 年 度 ア ク シ ョ ン

プ ラ ン を 策 定 し た 。  

A  

生 駒 市 教 育 大 綱

に 基 づ く ア ク シ ョ

ン プ ラ ン を 策 定

し 、 P D C A サ イ ク

ル に 基 づ く 施 策 ・

事 業 の 推 進 を 行

う こ と が で き 、 事

業 の 重 点 化 、 実 効

性 担 保 な ど を 図 る

一 助 と な っ て い

る 。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

・第２次生駒市教育大綱に基づく、新たな事業や施策を展開していくとともに  

事業等の検証を常に行い、次年度以降の取組に活かしていく。  

・令和６年度に第３次教育大綱が策定されることを踏まえ、総合教育会議での  

市長との協議を進めながら、新たな教育大綱の下で教育委員会として市の教  

育のさらなる発展に向けた事業を推進していく。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

教育大綱に基づく施策・事業 

 

基本方針１ 子育てを楽しめる地域づくり 

１  保護者支援の場・コミュニティづくり  

【アクションプラン掲載事業】 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

子 ど も 家 庭

総 合 支 援 拠

点 の 充 実  

子 育 て 家 庭 と 妊 産 婦

等 を 支 援 す る た め 、

関 係 機 関 と 連 携 し 支

援 す る こ と に よ り 、 虐

待 の 未 然 防 止 ・ 早 期

発 見 に 努 め る 。  

・ 拠 点 の 相 談 体 制 の

充 実  

・ 生 駒 市 要 保 護 児 童

対 策 地 域 協 議 会 の

運 営 （ 個 別 ケ ー ス 検

討 会 議 ： 3 ９ ８ 回 / 実

務 者 会 議 ： ２ ４ 回 / 代

表 者 会 議 ： １ 回 ）  

A  

拠点担当者に必要

な研修を受講させ、

知 識 ・ 対 応 力 の 向

上により、相談体制

を充実させた。 

また、虐待ケースに

対 応 す る 際 、 そ の

家 庭 に 関 係 す る 機

関 で 集 ま っ て 情 報

共 有 し 、 そ の 家 庭

の 状 況 に 沿 っ た 支

援 計 画 を 立 て 、 そ

れ ぞ れ の 機 関 が 役

割 分 担 を し て 必 要

な 支 援 を 家 庭 に 入

れていくこと で 、子

育 て 家 庭 と 妊 産 婦

等 へ の 支 援 を 行 っ

た。 

・ 拠 点 に 必 要 な 専 門

職 の 配 置 及 び 相 談

体 制 の 充 実  

・ 生 駒 市 要 保 護 児 童

対 策 地 域 協 議 会 の

運 営  

第 ３ 期 生 駒

市 子 ど も ・ 子

育 て 支 援 事

業 計 画 策 定

事 業  

現 行 の 第 ２ 期 生 駒 市

子 ど も ・ 子 育 て 支 援

事 業 計 画 が 令 和 ６ 年

度 に 最 終 年 度 を 迎 え

る た め 、 令 和 ７ 年 度

か ら １ １ 年 度 を 計 画 期

間 と す る 第 ３ 期 生 駒

市 子 ど も ・ 子 育 て 支

援 事 業 計 画 を 策 定 す

る 。  

・ 第 3 期 子 ど も ・ 子 育

て 支 援 事 業 計 画 の

策 定 に あ た り 、 量 の

見 込 み の 根 拠 と し て

ニ ー ズ 調 査 を 実 施

す る 。  A  

令 和 ６ 年 2 月 に そ

れ ぞ れ 保 護 者 を

対 象 と し て 就 学 前

2 , 0 0 0 、 小 学 生

1 , 2 0 0 の 調 査 票

を 発 送 、 就 学 前

1 , 3 5 2 ( 6 7 . 6 %

) 、 小 学 生 7 3 3

（ 6 1 . 0 % ） の 回 答

が あ っ た 。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

地 域 で 支 え

合 う 子 育 て

の 推 進  

フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト

事 業 の 周 知 を 図 り 、

子 育 て を 地 域 で 支 え

あ う た め の コ ミ ュ ニ テ

ィ を 構 築 す る 。  

子 育 て シ ェ ア を 広 げ

る た め の 地 域 交 流 会

の 開 催 、 及 び 地 元 マ

マ サ ポ ー タ ー や 会 員

に よ る 子 育 て シ ェ ア

の 拡 大 を サ ポ ー ト す

る 。  

・ フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト  

依 頼 会 員 ： ７ ２ ５ 人  

援 助 会 員 ： １ ８ ５ 人  

両 方 会 員 ：  ４ １ 人  

合 計 ： ９ ５ １ 人  

活 動 件 数 2 , ３ ９ ８ 件  

 

・ 子 育 て シ ェ ア  

シ ェ ア コ ン シ ェ ル ジ

ュ （ マ マ サ ポ ー タ

ー ） ： ７ 人  

登 録 者 数 ： ３ ７ ３ 人  

 

A  

【 フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ

― ト 】  

1 1 月 1 日 か ら セ

ン タ ー 内 で の 短 時

間 預 か り 事 業 が

は じ ま っ た こ と に

よ り 、 依 頼 会 員 援

助 会 員 と も に 会

員 数 が 大 き く 増 加

し た 。  

 

【 子 育 て シ ェ ア 】  

毎 月 オ ン ラ イ ン で

の 説 明 会 を 開 催

し 、 事 業 の 周 知 を

は か っ た こ と に よ

り 、 登 録 者 数 を 増

や し 、 シ ェ ア コ ン

シ ェ ル ジ ュ ７ 人 を

維 持 し た 。  

・ フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト

事 業 の 周 知  

・ 子 育 て シ ェ ア の 交

流 会 の 開 催 、 及 び 事

業 周 知 の サ ポ ー ト  

男 性 の 育 児

を 促 す 取 組

の 推 進  

父 親 が 育 児 を 自 ら の

こ と と 捉 え ら れ る よ

う 、 父 親 の 子 育 て を

後 押 し す る 事 業 を 実

施 す る 。  

【 開 催 回 数 】  

・ パ パ セ ミ ナ ー  

２ 期 各 ４ 回  計 ８ 回  

参 加 組 数 ： １ ５ 組  

（ 対 象 ： 第 １ 子 と 父

母 ）  

・ 夫 婦 で 聞 く 前 向 き

子 育 て セ ミ ナ ー  １ 回  

参 加 組 数 ： ７ 組  

 
A  

【 パ パ セ ミ ナ ー 】  

２ 期 開 催 し た 。 講

座 修 了 後 の ア ン

ケ ー ト で は 父 親 が

こ ど も と 関 わ る 時

間 が 増 え た な ど の

声 が 聞 か れ た 。  

 

【 夫 婦 で 聞 く 前 向

き 子 育 て セ ミ ナ

ー 】  

紹 介 さ れ た こ ど も

と の 関 わ り 方 に つ

い て 、 実 践 し て み

よ う と 思 う な ど の

前 向 き な 感 想 が

み ら れ た 。  

・ パ パ セ ミ ナ ー / ３ 期  

・ 夫 婦 で 聞 く 前 向 き

子 育 て セ ミ ナ ー / １

回  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

待 機 児 童 解

消 に 向 け た

取 組 の 推 進  

令 和 ６ 年 度 ま で の 待

機 児 童 解 消 に 向 け 、

小 規 模 保 育 所 又 は 認

可 保 育 所 等 （ 分 園 ） の

新 設 、 保 育 人 材 確

保 、 保 育 コ ン シ ェ ル ジ

ュ 相 談 事 業 を 実 施 す

る 。  

・ 小 規 模 保 育 所 及 び

保 育 所 等 の 分 園 公

募 ： １ 者 の 応 募 が あ

っ た が 、 事 業 者 選 定

に は 至 ら ず 。  

・ 「 資 格 を い か そ う ！

相 談 会 」 参 加 者 ： 延

べ 3 1 人  

・ 保 育 コ ン シ ェ ル ジ ュ

相 談 件 数 ： ３ ６ ２ 件  

・ 短 時 間 勤 務 保 育 士

に 対 す る 処 遇 改 善

補 助 実 施 。 保 育 士 サ

ポ ー ト 手 当 新 設  

/ 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日

入 所 の 待 機 児 童 数 １

６ 人  

B  

・ 小 規 模 保 育 所 及  

び 保 育 所 等 の 分  

園 の 誘 致 に つ い  

て 、 応 募 事 業 者  

か ら 卒 園 後 の ３  

歳 児 を 受 け 入 れ  

る 連 携 施 設 確 保  

の 提 案 が な か っ  

た こ と か ら 、 事 業  

者 選 定 に 至 ら な  

か っ た 。  

・ 出 生 数 は 減 少 傾  

向 に あ る も の の

全 国 的 な 保 育 士

不 足 、 保 育 ニ ー

ズ の 高 ま り や 生

駒 駅 及 び 東 生 駒

駅 周 辺 の 受 け 皿

の 不 足 等 に よ

り 、 待 機 児 童 が

発 生 し て い る 。  

保 育 コ ン シ ェ ル  

ジ ュ の 出 前 相 談  

回 数 を 増 や す  

等 、 保 護 者 に 寄  

り 添 う 支 援 を 充  

実 さ せ た こ と  

が 、 交 通 至 便 な  

保 育 所 等 へ の 希  

望 者 の 偏 重 に 伴  

う 利 用 定 員 と  

の 間 の 乖 離 （ ミ  

ス マ ッ チ ） の 解

消 や 保 護 者 の 安  

心 に 繋 が っ て い  

る 。  

・ 小 規 模 保 育 所 の 公

募 等 、 地 域 型 保 育

事 業 の 推 進  

・ 保 育 士 確 保 事 業 の

実 施  

・ 保 育 士 確 保 事 業 と

し て 、 短 時 間 勤 務 保

育 士 を 対 象 と し た 処

遇 改 善 補 助 金 を 創

設 す る と と も に 、 新

規 に 雇 用 し た 常 勤

保 育 士 、 保 育 教 諭 に

は １ 年 経 過 ご と に 、

手 当 を 支 給 す る 。

（ ３ 年 間 ）  

/ 待 機 児 童 数 ： ５ 人  
※ R 2 . 1 0 ～ 保 育 所 等 利 用

の 実 質 待 機 児 童 数 の カ

ウ ン ト 方 法 見 直 し  

▸ 新 カ ウ ン ト 方 式  

６ 園 以 上 を 希 望 し て 入 所

が 決 ま ら な か っ た 児 童 数  

▸ 旧 カ ウ ン ト 方 式  

２ 園 以 上 を 希 望 し て 入 所

が 決 ま ら な か っ た 児 童 数  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

地 域 子 育 て

支 援 拠 点 事

業  

乳 幼 児 及 び そ の 保 護

者 の 交 流 を 行 う 場 所

を 開 設 し 、 子 育 て に

つ い て の 相 談 、 情 報

の 提 供 、 助 言 そ の 他

の 援 助 を 行 う 。  

利 用 人 数 ： 3 3 , 8 3 3

人  

A  

感 染 拡 大 防 止 に

努 め な が ら 、 年 間

を 通 し て 開 所 し

た 。 こ ど も の 発 達

や 生 活 リ ズ ム の こ

と な ど 様 々 な 子 育

て 相 談 が 寄 せ ら

れ 、 拠 点 に お い

て 、 利 用 者 に 寄 り

添 っ た 対 応 に 努

め た 。  

年 間 を 通 し て 、 市 内  

１ ０ か 所 で 事 業 実 施  

/ 利 用 人 数 ： 4 8 , 0 8 1

人  

学 童 保 育 の

充 実  

増 加 す る 学 童 保 育 需

要 に 対 応 す る た め 、

生 駒 市 学 童 保 育 運 営

協 議 会 が 運 営 す る 学

童 保 育 所 の 環 境 整

備 、 指 導 員 確 保 な ど

に よ る 体 制 づ く り に

取 組 む と と も に 、 新 た

な ニ ー ズ に 応 え る た

め 、 民 間 事 業 者 に よ

る 学 童 保 育 事 業 を 促

進 す る 。  

学 童 児 童 増 加 に 伴 う

分 散 保 育 を 目 的 と し

て 、 生 駒 小 学 校 で 教

室 を 借 用 し 、 保 育 備

品 の 充 実 を 図 っ た 。  

A  

・ 教 室 を 借 用 し 、  

使 用 す る こ と に

よ り 、 一 人 当 た

り の 基 準 面 積 を

確 保 し て い る 。  

・ 運 営 協 議 会 及 び

民 間 学 童 保 育 所

に 対 し 、 助 成 金

を 交 付 し た 。  

・ 運 営 協 議 会 に 対 す

る 支 援  

・ 民 間 事 業 者 に 対 す

る 支 援  

・ 民 間 学 童 保 育 所 数  

： 7 か 所  

家 庭 ・ 学 校 ・

地 域 が 連 携

し た 家 庭 教

育 の 支 援  

子 育 て の 不 安 解 消 や

地 域 で の つ な が り づ

く り な ど を 目 的 に 、 地

域 で 子 育 て 支 援 等 に

関 わ る 市 民 と の 協 働

に よ り 立 ち 上 げ た 生

駒 市 家 庭 教 育 支 援 チ

ー ム 「 た け の こ 」 を 中

心 に 、 学 校 園 な ど と

の 連 携 の も と 親 子 や

保 護 者 を 対 象 と し た

交 流 事 業 や 家 庭 教 育

に 関 す る 情 報 発 信 な

ど に 取 り 組 む 。  

・地域での交流イベント

の開催 

開催回数：２回 

参加者数：計４５人 

・「たけのこ通信」の 

発行 ２回 

・チームメンバーの研修 

の実施 １回 

Ａ  

交 流 イ ベ ン ト の 参

加 人 数 は 少 な か っ

た が 、 そ の ぶ ん 参

加 し た 保 護 者 と の

対 話 を 充 実 さ せ 、

保 護 者 に と っ て も

家 庭 教 育 に 関 す る

学 び が 深 ま り 他 の

保 護 者 と つ な が る

機 会 と な り 満 足 度

も 高 い も の と な っ

た。 

･ 家 庭 教 育 支 援 チ ー

ム 「 た け の こ 」 に よ る

取 組 の 実 施  

･ 取 組 の 情 報 発 信  

･ チ ー ム メ ン バ ー の 研

修  

･ 学 校 園 へ の 訪 問  

･ 個 別 相 談 の 試 行  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【評価による課題】 

・小規模保育所等の卒園後の３歳児を受け入れる連携施設の確保や各園が定員  

まで児童を受け入れる保育人材の確保が難しい状況が続いている。  

・学童児の増加に対応する学童保育指導員確保が難しい状況である。  

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

・令和６年度も小規模保育所等の公募を行うとともに、引き続き、保育人材の  

確保に努める。また、令和９年４月の開園に向けた壱分幼稚園の認定こども  

園整備等を進め、待機児童の解消に向けた取組を推進する。  

・多様化する学童保育のニーズに対応するため、保育環境の整備や指導員の確  

保などによる体制づくりに取り組むとともに、民間事業者による学童保育事  

業を促進する。  

 

 

＜参考データ＞ 

 生駒市学童保育運営協議会が運営する学童施設の在籍児童数  

（令和 5 . 1 0 . 1 時点）（単 位：人）  

小学校名 学童名 児童数 小学校名 学童名 児童数 

生駒北小 生駒北学童 2 0  桜ヶ丘小 桜ヶ丘 1 学童 6 0  

鹿ノ台小 鹿ノ台 1 学童 7 6  桜ヶ丘 2 学童 5 3  

鹿ノ台 2 学童 7 6  桜ヶ丘 3 学童 5 8  

真弓小 真弓 1 学童 6 5  生駒小 生駒 1 学童 7 7  

真弓 2 学童 6 9  生駒 2 学童 8 7  

あ す か 野

小 

あすか野 1 学童 6 7  生駒 3 学童 8 0  

あすか野 2 学童 7 0  生駒東小 生駒東 1 学童 6 1  

あすか野 3 学童 6 9  生駒東 2 学童 5 8  

あすか野 4 学童 5 0  壱分小 壱分 1 学童 6 4  

生駒台小 生駒台 1 学童 1 1 0  壱分 2 学童 4 6  

生駒台 2 学童 7 4  壱分 3 学童 6 4  

俵口小 俵口 1 学童 4 9  生駒南小 生駒南 A 学童 4 7  

俵口 2 学童 5 0  生駒南 B 学童 5 0  

  生駒南第二小 生駒南第二学童 4 1  

  計  1 , 6 9 1  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

２ 「遊び」を「学び」につなぐ就学前教育の充実 

【アクションプラン掲載事業】 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

幼 児 期 の 教

育 と 小 学 校

教 育 の 育 ち

を つ な ぐ 保

幼 小 接 続 事

業  

保 育 所 と 幼 稚 園 の 学

び を 連 続 性 ・ 一 貫 性

の あ る 教 育 と し て 小

学 校 へ つ な ぐ 。  

生 駒 市 保 幼 小 接 続 推

進 会 議 を ３ 回 開 催

し 、 年 度 末 に 1 年 間

の 取 組 を 報 告 書 に ま

と め 各 校 園 に 配 布  

A  

目 標 ど お り 生 駒

市 保 幼 小 接 続 推

進 会 議 を 開 催 し 、

２ 回 目 に は 外 部 講

師 を 招 き 、 「 互 い

の 教 育 を 理 解 し 、

見 通 し を 持 っ た 接

続 期 教 育 の 充 実

の 実 現 に 向 け て 」

を テ ー マ に 研 修 会

を 開 催 し て 保 幼

小 接 続 に つ い て

の 学 び を 深 め た 。  

・ 推 進 会 議 実 施  

・ 園 児 及 び 職 員 間 交

流 の 計 画 と 実 施  

/ 保 幼 小 推 進 接 続 会

議 の 開 催 回 数 ： 3 回  

幼 稚 園 コ ミ ュ

ニ テ ィ ・ ス ク

ー ル  

「 生 駒 市 立 幼 稚 園 の

再 編 に か か る 方 向 性

に つ い て 」 （ 令 和 ３ 年

１ １ 月 ） に 基 づ き 、 園 と

保 護 者 、 地 域 コ ミ ュ

ニ テ ィ が 連 携 し 、 子 ど

も の た め に 取 り 組 ん

で い る 地 域 園 協 働 本

部 「 え ん ・ く ろ す 」 を コ

ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル

と し て 組 織 化 し 、 継 続

的 に 取 組 を 進 め る 。  

・ な ば た 幼 稚 園 、 俵 口

幼 稚 園 で 学 校 運 営

協 議 会 を 設 置  

・ 地 域 園 協 働 本 部 「 え

ん ・ く ろ す 」 会 議 開

催 回 数 ： ６ 回  

A  

新 た に 設 置 し た 学

校 運 営 協 議 会 と

の 一 体 的 な 推 進

に よ り 、 「 え ん ・ く

ろ す 」 の 取 組 が 、

一 層 地 域 や 保 護

者 の 主 体 的 な 活

動 に よ っ て 実 施 さ

れ 、 園 が 地 域 活 性

化 の 役 割 も 担 っ

て い る 。  

コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク

ー ル 連 絡 協 議 会

で ２ 年 間 の 取 組 を

発 表 し 、 他 校 園 と

情 報 共 有 し た 。  

・ な ば た 幼 稚 園 、 俵 口

幼 稚 園 で 実 施  

/ 地 域 園 協 働 本 部

「 え ん ・ く ろ す 」 会 議

の 開 催 回 数 ： 1 2 回  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

保 護 者 ・ 地 域

と 連 携 し た 特

色 あ る 幼 稚

園 運 営 の 取

組  

「 遊 び 」 を 「 学 び 」 へ つ

な ぐ 幼 児 教 育 を 可 視

化 し 、 保 護 者 ・ 地 域 の

市 民 力 を 保 育 に 取 り

入 れ 、 特 色 あ る 幼 稚

園 運 営 を 行 う 。  

・ 写 真 、 動 画 、 リ ー フ  

レ ッ ト を 活 用 し 「 遊

び 」 を 「 学 び 」 へ の 視

点 で 幼 児 教 育 に お

け る 保 育 活 動 を 分

析 す る 研 修 を 実 施

し 、 さ ら に 認 識 を 深

め た 。  

・ 保 護 者 ボ ラ ン テ ィ

ア 、 地 域 の 方 と 活 動

を 実 施 し た 。  

/ 保 護 者 ・ 地 域 と の

協 働 回 数 ： ８ 回  

A  

・ 遊 び の 中 の 学 び

や 幼 児 期 の 終 わ

り ま で に 育 っ て

ほ し い 姿 に つ い

て 共 有 し 、 保 育

活 動 の 分 析 を 行

う こ と が で き た 。  

・ 機 会 を 捉 え て 写  

真 や 動 画 、 資 料  

を 使 用 し 可 視 化  

し て 、 保 護 者 に  

わ か り や す く 示  

す こ と が で き た 。  
・ ア フ タ ー コ ロ ナ に お

け る 保 護 者 、 地 域 と

の 協 働 に か か る 取

組 の 実 施  

・ 園 か ら 保 護 者 、 地 域

へ の 教 育 活 動 の 発

信 を 工 夫 す る 。  

/ 保 護 者 ・ 地 域 と の

協 働 回 数 ： 8 回  

公 立 幼 稚 園

の あ り 方 に

関 す る 検 討

事 業  

令 和 ２ 年 ２ 月 に 答 申

を 受 け た 「 今 後 の 生

駒 市 立 幼 稚 園 の あ り

方 に つ い て 」 を 踏 ま

え 、 幼 稚 園 の こ ど も

園 化 の 実 現 性 や 園 規

模 の 適 正 化 に 向 け た

検 討 を 進 め て い く 。  

・ 令 和 ５ 年 １ ２ 月 ２ ５ 日

「 壱 分 幼 稚 園 の 認 定

こ ど も 園 整 備 に 関 す

る 基 本 計 画 」 策 定  

A  

・ 壱 分 幼 稚 園 関 係

者 へ の 説 明 ・ 意

見 聴 取 を 行 い 、

教 育 委 員 会 で ５

回 、 総 合 教 育 会

議 で ２ 回 審 議 さ

れ 、 策 定 に 至 っ

た 。  

・ 壱 分 幼 稚 園  こ ど も

園 化 へ の 検 討  

・ そ の 他 、 方 向 性 に 基

づ く 各 種 取 組 の 検

討 、 実 施  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【 その他事業】  

事業・取組 

名称 
活動内容 実績・成果 評価 

市 立 幼 稚 園

に お け る 預

か り 保 育 の

実 施  

子 育 て 支 援 の 一 環 と

し て 、 預 か り 保 育 ・ 長

時 間 預 か り 保 育 を 実

施 す る 。  

預かり保育利用者数 

〔市立６幼稚園〕 

 のべ１４,９１１人 

〔 認 定 こ ど も 園 生 駒 幼

稚園、南こども園１号認

定児〕 

早朝・延長預かり保育 

のべ４,４２９人 

通常預かり保育 

のべ６,５９６人 

A  

令 和 ５ 年 ９ 月 か ら

預 か り 保 育 時 間

を １ ７ 時 ま で 延 長

し た 結 果 、 全 体 的

に 利 用 人 数 が 大

幅 に 増 加 し た 。  

生 駒 幼 稚 園

こ ど も 園 移 行

事 業  

子 育 て 環 境 の 充 実 を

図 る た め 、 生 駒 幼 稚

園 を 幼 稚 園 型 認 定 こ

ど も 園 に 移 行 す る 。  

預 か り 保 育 利 用 者 数  

（ １ 号 認 定 児 ）  

の べ ９ , ０ ９ １ 人  
A  

保 護 者 の 就 労 に よ

り、前年度に比べ、

利用者が増えた。 

特 別 支 援 教

育 の 充 実  

4 、 5 歳 児 ク ラ ス に 特

別 支 援 介 助 講 師 を 配

置 す る 。  

加 配 申 請 児  ７ ３ 名  

A  

特 別 支 援 加 配 を

必 要 と す る 園 児 ３

人 に １ 人 の 加 配 教

諭 を 配 置 し 、 一 人

ひ と り の 特 性 に 応

じ て き め 細 か い 支

援 を 行 う こ と が で

き た 。  

幼 稚 園 ・ 保 育

所 教 員 研 修

の 実 施  

更 な る 就 学 前 教 育 環

境 の 充 実 を 図 る た

め 、 職 員 の 資 質 向 上

に つ な が る 研 修 を 実

施 す る 。  

新 規 採 用 職 員 研 修 、

中 堅 教 員 研 修 、 常 勤

講 師 ・ 保 育 士 合 同 研

修  

幼 稚 園 ・ 保 育 園 交 流

学 習 会  年 間 計 １ １ 回  

A  

幼 稚 園 保 育 園 こ

ど も 園 の 保 育 の

公 開 を 通 し て 、 乳

幼 児 理 解 を 深 め 、

保 育 技 術 の 向 上

に 繋 げ る こ と が で

き た 。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【評価による課題】 

・「今後の生駒市立幼稚園のあり方について」の見込み以上に幼稚園の園児数

が著しく減少している。 

・幼稚園の三期休業中の預かり保育や、預かり保育時間延長を継続できる人員

確保が必要である。 

・職員の資質向上のための研修機会の確保と経験年数に応じた研修内容を今後

も検討していく必要がある。  

 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

・園児数の減少が著しい幼稚園において、集団性・協同性の育ち等のために、  

子どもの成長を最優先に考え、再編に向けた対応を進めて行く。  

 
 

＜参考データ＞ 

 市立幼稚園園児数（令和５.５.１時点）       (単位：人 )  

3 歳児  4 歳児  5 歳児  合計  

1 6 9  2 4 0  2 0 8  6 1 7  

 

 市立保育所園児数（令和５.５.１時点）                (単位：人 )  

0 歳児 1 歳児 2 歳児 3 歳児 4 歳児 5 歳児 合計 

2 7  7 0  1 0 6  1 4 8  1 4 9  1 4 3  6 4 3  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

基本方針２ 2 1 世紀を生き抜くしなやかでたくましい人づくり 

１ 「地域に開かれ、地域とともにある学校づくり」の推進 

【アクションプラン掲載事業】 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

コ ミ ュ ニ テ

ィ ・ ス ク ー ル

（ 学 校 運 営 協

議 会 制 度 ） の

推 進  

学 校 と 地 域 住 民 等 が

力 を 合 わ せ て 子 ど も

た ち の 成 長 を 育 む た

め 、 地 域 住 民 等 が 学

校 運 営 に 取 り 組 む こ

と が 可 能 と な る 学 校

運 営 協 議 会 を 各 小 ・

中 学 校 に 設 置 し 、 地

域 と と も に あ る 、 地 域

に 開 か れ た 学 校 を 推

進 す る 。 地 域 の 現 実

に 即 し た 当 事 者 能 力

を 子 ど も た ち に 育 む

た め 、 学 校 運 営 協 議

会 に よ る カ リ キ ュ ラ ム

の 提 案 も 歓 迎 す る 。  

学 校 運 営 協 議 会 を 市

内 全 小 中 学 校 に 設 置

し 、 カ リ キ ュ ラ ム の 提

案 も 歓 迎 す る と い う

方 針 で 協 議 を 行 っ

た 。  

/ 学 校 運 営 協 議 会 設

置 校 数 ： １ ９ 校 、 学 校

運 営 協 議 会 の 開 催

回 数 ： ５ ４ 回  

A  

・ 市 内 全 小 中 学 校

で 学 校 運 営 協 議

会 を 設 置 し 、 本

格 的 に 地 域 学 校

協 働 活 動 が 行 わ

れ て い る 。  

・ コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス

ク ー ル 連 絡 協 議

会 を 開 催 し 、 ３ 校

と ２ 園 が １ 年 間 の

取 組 を 発 表 し 交

流 を 行 っ た 。  

 

学 校 運 営 協 議 会 の 開

催  

/ 学 校 運 営 協 議 会 設

置 校 数 ： 全 校  

学 校 運 営 協 議 会 の

開 催 回 数 ： ５ ７ 回  

放 課 後 子 ど

も 教 室 の 運

営  

地域学校協働活動とし

て放課後や長期休業中

等 に お い て 、 子 ど も た

ち が 安 全 ・ 安 心 に 過 ご

し、多様な体験・活動が

できる居場所をつくる。 

市 内 ９ 校 に お い て 放

課 後 の 子 ど も の 居 場

所 と し て １ ９ ４ 回 開

催 。 登 録 人 数 ４ ２ ０

人 。 の べ 参 加 人 数 ５ ５

３ ８ 人 。  

A  

新 た に 2 校 で 放

課 後 子 ど も 教 室

が 開 か れ 、 子 ど も

が 多 様 な 体 験 ・ 活

動 の 場 が 広 が っ

た 。  

放 課 後 子 ど も 教 室 設

置 数 / 9 校  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 実績・成果 評価 

い こ ま 教 育 フ

ォ ー ラ ム の 実

施  

令 和 ４ 年 度 に実 施 し た

「 い こ ま 教 育 フ ォ ー ラ

ム 」 を 年 ２ 回 の 継 続 開

催 事 業 と す る 。 開 催 に

あ た っ て は 、 教 育 行 政

課題からテーマを選定

しながら教育委員会の

方針や活動、学校の様

子を伝える 機会にする

と と も に 、 保 護 者 や 市

民 を は じ め と し た 多 く

の人の声を吸い上げる

場とする。 

い こ ま 教 育 フ ォ ー ラ ム

を ２ 回 実 施 し た 。 そ れ

ぞ れ の テ ー マ は 、 教

育 委 員 会 が 取 り 組 ん

で い る 事 業 と の 関 連

性 も 考 慮 し 、 「 自 立 し

て 学 ぶ 力 を 子 ど も た

ち に 育 む た め に 」 と

「 地 域 と と も に あ る 学

校 づ く り を 目 指 し て 」

と し た 。  

S  

・ １ 回 目 の い こ ま

教 育 フ ォ ー ラ ム

で は 、 教 職 員 に

対 す る 大 規 模 ア

ン ケ ー ト を 実 施

し 、 教 職 員 の ニ

ー ズ に 応 じ た 講

演 及 び 分 科 会 内

容 が 、 今 後 求 め

ら れ る 授 業 改 善

の 方 向 性 及 び 学

校 現 場 の 課 題 感

と 合 致 し て い た

ため、2 学期以降

の 各 学 校 か ら 授

業 改 善 へ 積 極 的

な 取 組 の 報 告 が

あ り 、 教 職 員 の

更 な る 資 質 能 力

の 向 上 に つ な が

っている。  

・ ２ 回 目 の い こ ま

教 育 フ ォ ー ラ ム

で は 、 コ ミ ュ ニ テ

ィ ス ク ー ル 連 絡

協 議 会 と 合 わ せ

る 形 を と り 、 よ り

参 加 型 ・ 対 話 型

の コ ン テ ン ツ に リ

ニ ュ ー ア ル す る

こ と が で き た 。  

・ い こ ま 教 育 フ ォ ー ラ

ム の 開 催 回 数 / ２ 回  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【その他事業】 

事業・取組 

名称 
活動内容 実績・成果 評価 

積 極 的 な 情

報 公 開 と 学

校 評 価 の 実

施  

学校評価を実施・公表

し 、 改 善 点 を 明 確 に す

る な ど 、 更 な る 学 校 経

営 の 充 実 を 図 る と と も

に 、 ホ ー ム ペ ー ジ で の

情報掲 載など 、積極 的

な情報公開による開か

れ た 学 校 づ く り を 推 進

する。 

・ 3 校 で 1 日 学 校 訪

問 を 実 施 し た 。  

・ 学 校 評 価 総 括 表 を

活 用 し た 学 校 評 価

を 全 校 で 実 施 し た 。  A  

学 校 評 価 総 括 表

を 活 用 し た 学 校

評 価 を 全 校 で 実

施 し 、 ホ ー ム ペ ー

ジ や Ｘ （ 旧

T w i t t e r ） 、 学 校

だ よ り で の 情 報 公

開 を 実 施 で き た 。  

 

学 校 創 造 推

進 事 業  

保護者や地域住民との

連携のもとで様々な取

組を実施し、信頼され、

開 か れ た 学 校 づ く り を

進める。 

地 域 の 方 々 と の 交 流

の 機 会 や 命 を 守 る た

め の 教 育 活 動 を 充 実

す る な ど 、 各 校 で 特

色 の あ る 教 育 活 動 を

実 施 し た 。  

実 施 回 数 ： 1 , 8 8 0 回  

A  

特 色 の あ る 教 育

活 動 を 推 進 す る こ

と に よ り 、 信 頼 さ

れ 、 開 か れ た 学 校

づ く り を 進 め る こ

と が で き た 。  

 

安 全 教 育 の

推 進  

学校安全教育の実施や

迅速な不審者情報の提

供など安全教育委を推

進する。 

各 校 か ら の 不 審 者 情

報 を も と に 、 子 ど も 安

全 メ ー ル へ の 掲 載 を

希 望 さ れ る 事 象 に 対

し て 、 登 録 者 に 対 し て

メ ー ル を 配 信 し た 。 年

間 で ２ ７ 回 配 信 し 、 情

報 を 周 知 し た 。  

A  

保 護 者 や 地 域 の

方 に 子 ど も 安 全 メ

ー ル を 活 用 し 、 い

ち 早 く 不 審 者 情

報 を 伝 え る こ と

で 、 子 ど も を 見 守

る た め の 意 識 の

向 上 や 犯 罪 抑 止

に 努 め た 。  

ス ク ー ル ボ ラ

ン テ ィ ア プ ロ

グ ラ ム ・ 学 び

の サ ポ ー タ

ー 派 遣 事 業  

地域住民がスクールボ

ランティア、市内の大学

生が学びのサポーター

と し て 、 学 校 運 営 に 協

力し、学校教育の 充実

を図る。 

ス ク ー ル ボ ラ ン テ ィ ア

と 協 力 し 、 学 校 教 育

の 充 実 を 図 っ た 。 ま

た 、 学 び の サ ポ ー タ

ー を 年 間 ６ ０ ２ 日 間 、

小 学 校 中 学 校 に 配 置

し た 。  

A  

学 び の サ ポ ー タ ー

を 各 小 中 学 校 へ

派 遣 す る こ と に よ

り 、 学 校 の 取 り 組

み を 支 援 し 学 校

教 育 の 充 実 を 図

っ た 。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【評価による課題】 

・主体的・対話的で深い学びを実践していくために、いこま教育フォーラムで

は講演会及び研修会を開催した。その中で市民に対してこれからの学校教育

の在り方を周知するとともに、先生方に対してワークショップ等、取組の共

有を行った。各校で授業改善の取組は広がりつつあるが、まだ全体に広がっ

ているわけではない。従来型の一斉授業だけでなく、対話型をはじめとした

様々な授業形態の導入を推進していくことが課題である。 

 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

・令和６年度は、伴走型支援を行っていくとともに、市内の学校同士や先進校 

と繋がりながら取組の共有や研修を行い、授業改善を推進していく。 
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

２ I C T 機器を活用した新たな学びの創出と時代に応じた環境整備 

【アクションプラン掲載事業】 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

I C T を 活 用

し た 教 育 の

推 進  

全 小 中 学 校 に 児 童 生

徒 1 人 1 台 整 備 さ れ

た 情 報 端 末 を 生 か し

た 学 習 指 導 計 画 を 立

案 し 、 日 常 的 学 習 活

動 に 位 置 づ け る こ と

で 、 学 習 内 容 理 解 の

充 実 を 図 る と と も に 、

Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 新 し

い 学 習 形 態 を 実 現 す

る 。  

ま た 、 Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し

た 個 別 最 適 な 学 び を

実 現 さ せ る た め 、 A I

学 習 ド リ ル の 導 入 を

検 討 す る 。  

児 童 生 徒 に 1 人 1 台

の P C 端 末 を 活 用 し

た 取 組 や 学 習 を 推 進

し た 。 ま た 、 ２ ０ 校 か

ら 効 果 的 な 取 組 に つ

い て 報 告 を 受 け 各 校

に 共 有 し た 。  

Ａ  

児 童 生 徒 が Ｐ Ｃ 端

末 に 慣 れ 、 様 々 な

ア プ リ や ブ ラ ウ ザ

ツ ー ル を 活 用 し た

協 働 学 習 が 進 ん

で い る 。 今 後 は 授

業 改 善 を 進 め る

中 で 、 必 要 な 時 に

Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 す る

新 し い 学 習 形 態

の 実 現 を 目 指 す 。  

 

・ 情 報 端 末 を 活 用 し

た 授 業 の 展 開  

/ 活 用 報 告 事 例 数 ：

3 8 4 件  

I C T 活 用 教

育 リ ー ダ ー

育 成 研 修 の

実 施  

校 務 処 理 や 教 材 開 発

な ど に 係 る 高 度 な Ｉ Ｃ

Ｔ ス キ ル を 身 に 付 け

た 教 員 を 育 成 す る こ

と で 、 学 校 に お け る Ｉ

Ｃ Ｔ 利 用 の 日 常 化 を

図 る と と も に 、 指 導 場

面 に お け る 効 果 的 な Ｉ

Ｃ Ｔ 利 用 の 形 態 を 提

案 し 、 実 証 す る こ と の

で き る 教 員 の 育 成 を

図 る 。  

I C T 活 用 教 育 リ ー ダ

ー 育 成 研 修 の 実 施  

/ 研 修 の 実 施 回 数 ：  

６ 回  

A  

オ ン ラ イ ン で の 実

施 に よ り 参 加 し や

す い 環 境 を 設 定

で き た 。 各 校 の 取

組 を 発 表 す る 機

会 を 設 け た こ と に

よ り 取 組 内 容 の

市 内 の 学 校 に 共

有 す る こ と が で き

た 。 研 修 で 行 っ た

内 容 を も と に 各 校

で 取 組 を 進 め る こ

と が で き 、 Ｉ Ｃ Ｔ 活

用 に お け る 教 員

の 質 を 高 め 、 業 務

な ど の 平 準 化 を

図 る こ と が で き

た 。  

リ ー ダ ー 研 修 後 、 各

校 で 職 員 研 修 の 実 施

/ 研 修 の 実 施 回 数 ：

1 0 回  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

G o o g l e 認

定 教 育 者 資

格 取 得 支 援

事 業  

I C T を 活 用 し た 授 業

を 実 践 す る 教 員 の 基

礎 ス キ ル 向 上 の た め

に 、 G o o g l e 認 定 教

育 者 資 格 取 得 を 支 援

す る 。 客 観 的 評 価 に

も な る 公 的 な 資 格 取

得 が 増 え る こ と に よ

り 、 市 内 教 員 の I C T

ス キ ル の ボ ト ム ア ッ プ

に つ な げ 、 認 定 教 育

者 グ ル ー プ に 参 加 す

る 教 員 が 増 え る こ と

に よ り 、 授 業 改 善 に

つ な げ る 。  

夏期と冬期休暇中に試

験対策講座を実施。受

講者３３人うち２９人が

合格した。  

Ｓ  

G o o g l e 認 定 教

育 者 資 格 取 得 講

座 を 目 標 値 を 大

き く 上 回 る 3 3 人

（ 目 標 値 比 1 . 6 5

倍 ） が 受 講 し 、 受

講 者 の 8 7 . 8 ％

が 合 格 し た こ と に

よ り 、 授 業 改 善 や

校 務 D X の 推 進

な ど 、 市 内 教 員 の

I C T ス キ ル ア ッ プ

に つ な が っ た 。  

  

・ 夏 期 休 暇 中 に 試 験

対 策 講 座 を 実 施 / 試

験 対 策 講 座 参 加 者

数 2 0 人  

プ ロ グ ラ ミ ン

グ 教 育 の 推

進  

小 学 校 の 学 習 活 動 の

中 で プ ロ グ ラ ミ ン グ

的 思 考 の 育 成 を 各 教

科 等 の 授 業 で 進 め て

い く た め 、 「 プ ロ グ ラ

ミ ン グ 教 育 推 進 計

画 」 を 策 定 し 、 プ ロ グ

ラ ミ ン グ 教 育 を 実 施

す る 。  

各 校 で 作 成 し た プ ロ

グ ラ ミ ン グ 教 育 推 進

計 画 に 従 い 実 施 。 ９

校 で 新 規 購 入 し た プ

ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 用

ロ ボ ッ ト 活 用 し た 授

業 を 実 施 。  
A  

小 学 校 に お い て 、

プ ロ グ ラ ミ ン グ 教

育 推 進 計 画 を 基

に 計 画 的 に プ ロ

グ ラ ミ ン グ 学 習 を

実 施 す る こ と が で

き た 。  

・ 授 業 実 施  

 １ ～ ４ 年 ： ６ 時 間  

 ５ ・ ６ 年 ： １ ２ 時 間  

・ 授 業 実 践 の 交 流  

/ １ 校 当 た り の 平 均

授 業 時 間 数 ： ４ ８ 時

間  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

I C T 活 用 教

育 支 援 事 業  

全 小 中 学 校 に 児 童 生

徒 1 人 1 台 整 備 し た

Ｐ Ｃ 端 末 を 、 授 業 等

で 円 滑 に 活 用 す る た

め 、 I C T 支 援 員 を 配

置 す る 。 ま た 、 県 域

I C T 支 援 セ ン タ ー を

活 用 す る こ と で 、 こ れ

ま で 以 上 に 教 育 デ ー

タ の 利 活 用 を 進 め

る 。  

小 中 学 校 １ ９ 校 に １ 名

ず つ Ｉ Ｃ Ｔ 支 援 員 を 隔

週 １ 回 （ 全 日 ） 配 置 し

た 。 県 域 Ｉ Ｃ Ｔ 支 援 セ

ン タ ー の 活 用 （ 日 々

の 活 用 、 年 次 更 新 ）  

A  

全 小 中 学 校 に Ｉ Ｃ

Ｔ 支 援 員 を 配 置

し 、 児 童 生 徒 １ 人

１ 台 端 末 を 、 授 業

等 で 円 滑 に 活 用

で き る よ う 支 援 体

制 を 整 え 、 端 末 操

作 支 援 だ け で な

く 、 授 業 支 援 や 各

種 研 修 を 行 う こ と

が で き た 。  

・ 令 和 ４ 年 度 の 配 置

の 検 証 を 踏 ま え た

I C T 支 援 員 の 配 置  

・ 県 域 Ｉ Ｃ Ｔ 支 援 セ ン

タ ー の 活 用  

/ Ｉ Ｃ Ｔ 支 援 員 配 置

回 数 ： 週 １ 回  

小 ・ 中 学 校 の

あ り 方 検 討

事 業  

令 和 ２ 年 ２ 月 に 答 申

を 受 け た 「 今 後 の 生

駒 市 立 小 ・ 中 学 校 の

あ り 方 に つ い て 」 を 踏

ま え 、 学 校 規 模 の 適

正 化 に 向 け た 検 討 を

進 め て い く 。  

生 駒 市 立 生 駒 南 小 学

校 ・ 中 学 校 の 整 備 に

向 け て 、 「 こ れ か ら の

学 び を 実 現 す る 生 駒

南 小 ・ 中 学 校 の 施 設

整 備 を 考 え る 会 議 」

を ３ 回 開 催 し た 。  

A  

「 こ れ か ら の 学 び

を 実 現 す る 生 駒

南 小 ・ 中 学 校 の 施

設 整 備 を 考 え る

会 議 」 に お い て 地

域 か ら の 意 見 を

集 約 し 、 生 駒 南 小

学 校 ・ 生 駒 南 中 学

校 整 備 事 業 基 本

構 想 に 盛 り 込 ん

だ 。 ま た 、 「 生 駒

南 小 学 校 ・ 生 駒 南

中 学 校 の 未 来 を

考 え る 会 」 を 開 催

し 、 基 本 構 想 や 新

し い 学 校 に つ い て

の 周 知 を 図 っ た 。  

・ 南 小 中 学 校 建 替 に  

係 る 準 備 会 の 開 催  

小 中 学 校 施

設 の 計 画 的

な 大 規 模 改

修 事 業  

建 設 か ら ４ ０ 年 程 度

経 過 し 、 老 朽 化 が 進

ん で い る こ と 小 中 学

校 の 大 規 模 改 修 を 順

次 計 画 的 に 実 施 す

る 。  

上 中 学 校 の 大 規 模 改

修 に 係 る 耐 力 度 調 査

及 び 基 本 設 計 を 令 和

５ 年 度 か ら 継 続 。  
A  

上 中 学 校 の 長 寿

命 化 を 図 る た め

の 大 規 模 改 修 に

必 要 な 耐 力 度 調

査 及 び 基 本 設 計

に 完 了 し た 。  ・ 大 規 模 改 修 に 向 け

た 耐 力 度 調 査 ・ 基 本

設 計 （ 上 中 ）  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称  
活動内容  実績・成果  評価  

生 駒 南 小 学

校 ・ 中 学 校 老

朽 化 対 策 事

業  

老朽化が進んでいる生

駒 南 小 学 校 及 び 生 駒

南中学校の全面改築も

含 め た 整 備 を 実 施 す

る。 

・ 境 界 確 定 の 作 業 を  

実 施 し た が 、 地 権 者  

と の 調 整 に 時 間 を 要  

し た こ と か ら 令 和 ６  

年 度 に 繰 越 し た 。  

・ 基 本 構 想 の 策 定 を  

完 了 す る こ と が で き  

た 。  

B  

境 界 確 定 の 作 業

を 実 施 し た が 行 う

た め に 必 要 と な る

公 図 の 作 成 を 行

い 、 境 界 確 定 業

務 に 必 要 と な る 筆

数 の 把 握 を 行 う こ

と が で き た 。  

・ 境 界 確 定 ・ 開 発 に 係  

る 申 請 ・ 基 本 構 想 の  

策 定  

学 校 給 食 セ

ン タ ー 整 備

事 業  

中 学 校 給 食 セ ン タ ー

の 老 朽 化 に 伴 う 施 設

の 改 修 と 更 新 を 実 施

す る 。  

床 改 修 工 事 を 施 工

し 、 完 了 す る こ と が で

き た 。  
A  

給 食 の 提 供 を 中

止 す る こ と な く 、

年 度 当 初 に 予 定

し て い た 床 改 修

工 事 を 完 了 す る こ

と が で き た 。  

・ 工 事 （ 床 等 ）  

・ 施 工 管 理 （ 床 等 ）  

  
【評価による課題】 

・１人１台端末を使用することが日常化してきた中で、より活用を推進するた  

めに苦手な教職員のサポートだけでなく、希望者が資格取得し、授業や校務  

にスキルを活かすことができる仕組みを構築できた。今後は授業改善や学び  

の在り方を検討する中で端末をどのように活用するかが課題である。  

・学校施設の多くは老朽化の課題を抱えており、学校運営にも支障が生じかね  

ないことから、計画的な大規模改修を行っていく必要がある。  

 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

・時代に応じた授業や学びの在り方を検討する中で、学習の基盤となる情報活  

用能力は不可欠であるため、指導者である教員一人ひとりに寄り添いながら、 

スキルアップを目的とした研修を今後も実施していく。  

・施設の老朽化については、財政負担も考慮しつつ、計画的に実施できるよう  

長期的な視点に立って実施していく。  

 

 学校給食の実施状況         （単位：回、円）  

 実施回数 給食費(月額)  

小学校 1 8 5  4 , 4 0 0  

中学校 1 7 2  4 , 8 0 0  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

３ 多様性を認める柔軟性とやさしい心の育成  

【アクションプラン掲載事業】 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

自 殺 対 策 推

進 事 業  

平 成 ３ １ 年 ３ 月 に 策 定

し た 「 生 駒 市 自 殺 対

策 計 画 」 に 基 づ き 、

「 S O S の 出 し 方 に 関

す る 教 育 」 の 研 修 を

実 施 す る 。 そ し て 児

童 生 徒 の 心 身 の 状 況

の 把 握 や 児 童 生 徒 へ

の 相 談 窓 口 の 周 知 徹

底 を 行 い 、 ス ク ー ル

カ ウ ン セ ラ ー 等 の 活

用 を 実 施 す る 。  

・ 初 任 者 研 修 と 児 童

生 徒 対 象 に S O S の

出 し 方 授 業 を 開 催

し た 。  

・ 全 校 （ ２ ０ 校 ） に て 授

業 を 開 催 し た 。  

/ 回 数 ： 2 １ 回  

A  

児 童 生 徒 の 自 殺

の 現 状 や 、 自 殺 に

至 る 要 因 な ど を 学

び 、 児 童 生 徒 の 自

死 に 対 し て の 学

校 の 危 機 感 を 高

め る こ と が で き

た 。 ま た 、 教 員 が

カ ウ ン セ リ ン グ マ

イ ン ド を 身 に つ け

る こ と の 重 要 性

や 、 自 傷 行 為 を 行

う 児 童 生 徒 に 対

す る 対 処 法 な ど を

学 び 、 学 校 と し て

で き う る 対 応 へ の

理 解 が 浸 透 し た 。  

・ 初 任 者 研 修 で の 実

施  

・ 各 校 に て 児 童 生 徒

に 対 し て 開 催  

/ 研 修 回 数 ： 2 １ 回  

Ｉ Ｃ Ｔ 機 器 を

安 全 に 活 用

す る た め の

情 報 モ ラ ル

教 育 の 推 進  

 

情 報 社 会 に お け る 安

全 や ル ー ル を 児 童 生

徒 が 主 体 的 に 考 え 、

正 し く 理 解 し 行 動 す

る た め の 情 報 モ ラ ル

を 育 成 す る 。  

I C T 支 援 員 や 専 門

家 を 活 用 し た 教 員 向

け 、 児 童 生 徒 向 け 研

修 を 実 施 し た 。  

A  

I C T 支 援 員 や 専

門 家 を 活 用 し た

教 員 向 け 、 児 童 生

徒 向 け 研 修 を 実

施 す る だ け で な

く 、 管 理 職 及 び

I C T 活 用 教 育 リ

ー ダ ー 向 け に デ ジ

タ ル シ チ ズ ン シ ッ

プ 教 育 に つ い て

研 修 を 実 施 し 教

員 の 指 導 力 向 上

を 図 っ た 。  

･ 児 童 生 徒 が 主 体 的

に 考 え 、 正 し く 行 動

す る た め の ル ー ル 作

り の 実 施  

・ 生 駒 市 生 徒 会 交 流

会 を 開 催 し 各 校 の

取 組 の 交 流  

い じ め 防 止

等 の 施 策 推

進  

平 成 ２ ９ 年 ３ 月 に 策 定

し た 「 生 駒 市 い じ め

防 止 基 本 方 針 」 に 基

づ き 、 い じ め 防 止 、 早

期 発 見 に つ な が る 取

組 を 推 進 す る 。  

生 駒 市 い じ め 問 題 対

策 連 絡 協 議 会 を 2 回

開 催 し た 。  

A  

令 和 ５ 年 度 は 、

「 生 駒 市 い じ め 防

止 基 本 方 針 に 基

づ い た 対 応 の 徹

底 」 、 「 生 徒 指 導

提 要 の 改 定 に 伴

う 発 達 支 持 的 生

徒 指 導 の 考 え 方

の 周 知 」 を 主 な テ

ー マ に し て 議 論 を

行 っ た 。  

･ 「 生 駒 市 い じ め 防 止

基 本 方 針 」 の 改 訂  

･ 生 駒 市 い じ め 問 題

対 策 連 絡 協 議 会 の

開 催 / 開 催 回 数 ： ２

回  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事 業 ・ 取 組  

名 称  
活 動 内 容  

実 績 ・ 成 果  
評 価  

令和５年度の取組/設定目標 

特 別 支 援 教

育 の 充 実  

特 別 支 援 学 級 在 籍 児

童 生 徒 の 学 習 支 援 、

機 能 回 復 の た め の 環

境 及 び 体 制 の 充 実 を

図 る 。  

特 別 支 援 教 育 相 談 を

８ ４ 件 行 っ た 。  

A  

特 別 支 援 学 級 在

籍 児 童 生 徒 や 通

常 学 級 に 在 籍 し

特 別 な 支 援 を 必

要 と す る 児 童 生

徒 及 び そ の 保 護

者 ・ 教 師 に 対 す る

教 育 相 談 を 、 専 門

知 識 を 有 す る 者

で 相 談 を 受 け る

体 制 を 整 え た 。  

特 別 支 援 教 育 相 談 の

実 施  

/ 特 別 支 援 教 育 相 談

日 数 ： ３ ３ 日  

不 登 校 支 援

推 進 （ の び の

び ほ っ と ル ー

ム 、 い き い き

ほ っ と ル ー

ム 、 o V i c e ）

の 運 営  

学 校 に 登 校 し に く い

児 童 に 対 し て 居 場 所

と な る 適 応 指 導 教 室

を 生 駒 南 第 二 小 学 校

の 校 舎 の 一 部 に 開 設

し た 。 令 和 ５ 年 度 か ら

適 応 指 導 教 室 指 導 員

に つ い て 、 の び の び 、

い き い き に そ れ ぞ れ

常 勤 指 導 員 １ 名 を 増

員 す る 。  

心 理 的 あ る い は 情 緒

的 な 原 因 な ど に よ り

登 校 で き な い 児 童 生

徒 に 支 援 を 実 施 。  

A  

心 理 的 あ る い は

情 緒 的 な 原 因 な

ど に よ り 登 校 で き

な い 児 童 生 徒 の

居 場 所 支 援 が で

き た 。 在 籍 児 童 生

徒 数 の び の び ５ ２

名 、 い き い き ４ ０

名 。  

・ 生 駒 南 第 二 小 学 校  

内 に 、 教 育 相 談 室 、  

適 応 指 導 教 室 の 開  

設  

自 校 式 通 級

指 導 教 室 推

進 事 業  

自 校 式 の 通 級 指 導 を

よ り 充 実 さ せ 、 全 校

で 実 施 す る た め に 巡

回 指 導 時 に 各 校 の 特

別 支 援 学 級 担 当 教 員

が 入 り 、 通 級 指 導 教

室 の 児 童 生 徒 の ケ ー

ス カ ン フ ァ レ ン ス や 具

体 的 な 支 援 方 法 の 教

授 に よ る ス キ ル ア ッ プ

を 行 い 、 そ の 間 、 特

別 支 援 学 級 担 当 教 員

の 補 充 講 師 を 充 て

る 。  

全 校 に て 自 校 式 通 級

指 導 教 室 を 準 備 し 、

指 導 を 実 施 。  

Ａ  

自 校 に 通 級 指 導

教 室 を 準 備 し た こ

と に よ り 、 こ れ ま

で 他 校 で し か 通

級 指 導 を 受 け ら

れ な か っ た 児 童

生 徒 が 自 校 で 受

け る こ と が で き る

よ う に な り 、 必 要

な 児 童 生 徒 に 必

要 な 支 援 が 届 け

ら れ る よ う に な っ

た 。  

・ 特 別 支 援 学 級 の 補  

充 教 員 １ 人 ５ 校 担 当  

× ４ 人 ＝ 週 ２ ０ 校 配  

置  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 実績・成果 評価 

ス ク ー ル カ ウ

ン セ ラ ー 配 置

の 拡 充  

令 和 ５ 年 度 か ら 、 中 学

校で 月３.５回を月４回

に 、 小 学 校 で 月 １ . ５ 回

を 月 ２ 回 に 増 や し 、 相

談を希望する保護者の

期 待 に 応 え る 。 緊 急 の

対応やス ク ー ル カ ウ ン

セ ラ ー へ の ア ド バ イ ザ

ー的役割を果たすスー

パーバイザー的役割を

つくる。 

市 費 ス ク ー ル カ ウ ン

セ ラ ー の 配 置 時 間 を

大 幅 に 増 加 し 、 中 学

校 で 週 に 1 回 、 小 学

校 で 月 に ２ 回 、 １ 回 ４

時 間 の 活 用 を 行 っ

た 。  

A  

ス ク ー ル カ ウ ン セ

ラ ー 、 ス ク ー ル ソ

ー シ ャ ル ワ ー カ

ー 、 ス ク ー ル ア ド

バ イ ザ ー ズ の 活

用 を 通 し て 、 学

校 、 児 童 生 徒 、 教

員 及 び 保 護 者 に

対 す る 指 導 ・ 助

言 ・ 支 援 を 行 い 、

学 校 の カ ウ ン セ リ

ン グ 機 能 や 教 育

相 談 体 制 の 充 実

を 図 る こ と で 適 切

な 対 応 が で き る と

と も に 、 よ り 多 く

の 相 談 へ の 対 応

が 可 能 と な っ た 。  

ス ク ー ル ソ ー

シ ャ ル ワ ー カ

ー 配 置 の 拡

充  

令 和 ５ 年 度 か ら 、 小 学

校に月１回スクールソー

シ ャ ル ワ ー カ ー を 配 置

し、スクールソーシャル

ワー カーの 役割につ い

て 理 解 を 深 め 、 ヤ ン グ

ケアラー等の早期発見

と早期対応を行う。 

ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ

ー カ ー は 週 に １ 回 教

育 支 援 施 設 に 配 置

し 、 学 校 の 要 請 に 応

じ て 派 遣 を 行 っ た 。  

指 導 主 事 と と も に 学

校 を 回 り 、 各 校 の 不

登 校 支 援 の 課 題 の 洗

い 出 し 及 び 今 後 の 不

登 校 支 援 体 制 に 聞 き

取 り を 行 っ た 。  

A  

ス ク ー ル ソ ー シ ャ

ル ワ ー カ ー は 週 に

１ 回 教 育 支 援 施 設

に 配 置 し 、 学 校 の

要 請 に 応 じ て 派

遣 を 行 っ た 。  

各 校 の 不 登 校 支

援 の 課 題 の 洗 い

出 し 及 び 今 後 の

不 登 校 支 援 体 制

に つ い て も 助 言

い た だ い た 。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【その他事業】 

事業・取組 

名称 
活動内容 実績・成果 評価 

特 別 支 援 教

育 支 援 員 の

配 置  

介助や指導補助、学習

補助等を行う特別支援

教育支援員を各校に配

置する。 

特 別 支 援 教 育 支 援 員

を 平 均 で 各 校 週 6 日

分 配 置 す る こ と が で

き た 。  
A  

各 校 に 就 学 指 導

委 員 が 調 査 を 実

施 。 各 校 の 実 情 に

合 わ せ て 支 援 員

を 配 置 し 、 き め 細

や か な 教 育 支 援

を す る こ と が 可 能

と な っ た 。  

教 育 相 談 の

実 施  

教育相談員やスクール

カ ウ ン セ ラ ー な ど の 専

門 家 を活 用 し、 教育 相

談を行える環境を整備

する。 

５ 名 の 相 談 員 と カ ウ

ン セ ラ ー な ど で 教 育

相 談 を 実 施 。 相 談 件

数 ： 1 , 9 2 6 件  

A  

不 登 校 に 関 す る

相 談 が 1 , 4 5 3 件

と 全 体 の 約 ７ ５ ％

で あ り 、 不 登 校 に

悩 む 児 童 生 徒 に

対 し て 、 学 校 以 外

の 居 場 所 と し て 、

生 駒 市 子 ど も の

居 場 所 ・ 学 び 支 援

室 を 紹 介 し 、 入 室

に つ な げ た 。  

こ と ば の 教

室 ・ 通 級 指 導

教 室 エ ル の

運 営  

読 み 書 き や コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン な ど で 困 っ て

いる幼児や児童を支援

す る た めに 設 置し て い

る こ と ば の 教 室 ・ 通 級

指導教室を運営する。 

こ と ば の 教 室 へ の 通

級 者 数 は ２ ３ 人 で あ

っ た 。  

A  

幼 児 の 障 が い の

重 複 化 や 多 様 化

が 進 む 中 、 一 人 ひ

と り の 教 育 的 ニ ー

ズ に 応 じ た 教 育

支 援 を 実 施 す る こ

と が で き た 。  

 
 

【評価による課題】 

・不登校支援推進において、学校外の居場所・支援体制は整えているところだ 

が、学校内においても居場所・支援体制を整えていく必要がある。 

・自校式通級指導教推進事業において、通級指導を行える教員の養成は進んで 

いるが、県の教員配置が充分でない中、対象となる児童生徒が増加している。 

 
 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

・令和６年度は、実証事業として校内サポートルームを２校に設置し、不登校  

傾向にある生徒の居場所を学校内につくり支援を行っていく。  

・令和８年度には、県の通級指導教員の配置が１０割になる。それに向けて通  

級指導を行うことができる教員を増やしていく。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

４ 主体的に学び、挑戦を続けるたくましい心身の育成 

【アクションプラン掲載事業】 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

読 書 活 動 ・ 学

校 図 書 館 の

充 実  

現 在 、 小 中 学 校 す べ

て に 学 校 司 書 を 配 置

し て お り 、 一 定 の 効

果 が 得 ら れ て い る

中 、 引 き 続 き 読 書 を

通 じ て 豊 か な 人 間 性

を 育 む た め 、 学 校 司

書 を 配 置 す る こ と に

加 え 、 市 内 中 学 生 ビ

ブ リ オ バ ト ル を 実 施

す る 。  

・ 小 中 学 校 に 週 ３ 日

学 校 司 書 を 配 置 し

た 。  

・ ビ ブ リ オ バ ト ル 開 催

数 ： １ 回  

A  

学 校 司 書 と 司 書

教 諭 が 連 携 し 、 図

書 館 の 環 境 整 備

や 図 書 に 関 す る イ

ベ ン ト の 開 催 に よ

り 、 児 童 生 徒 の 読

書 意 欲 を 向 上 す

る こ と が で き た 。

ま た 、 中 学 生 対 象

に ビ ブ リ オ バ ト ル

を 開 催 し た 。  

・ 学 校 司 書 を 全 小 中

学 校 に 配 置  

・ ビ ブ リ オ バ ト ル 市 内

中 学 生 大 会 の 実 施  

/ 学 校 司 書 配 置 日

数 ： 週 ３ 日 ・ 市 内 中

学 生 ビ ブ リ オ バ ト ル

開 催 数 ： １ 回  

生 駒 こ ど も チ

ャ レ ン ジ 補 助

事 業  

学 校 の 各 種 コ ン テ ス

ト 等 に 挑 戦 す る た め

に 必 要 と な る 経 費 等

を 補 助 す る 制 度 を 創

設 し 、 児 童 生 徒 の 創

造 性 を 培 い 、 達 成 感

を 味 わ う と と も に 、 自

己 肯 定 感 を 高 め る 。  

１ 校 が ロ ボ ッ ト コ ン テ

ス ト に 、 １ 校 が ブ ラ ス

バ ン ド の コ ン テ ス ト に

参 加 し た 。  
A  

コ ン テ ス ト に 参 加

し 、 チ ー ム で 協 力

す る こ と を 通 し

て 、 達 成 感 を 味 わ

う こ と が で き た 。  生 駒 こ ど も チ ャ レ ン ジ

補 助 事 業 の 継 続 実 施  

/ 実 施 学 校 数 ： ２ 校  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

社 会 に 開 か

れ た 学 校 教

育 推 進 事 業  

あ こ が れ い こ ま び と

講 演 事 業 、 学 校 教 育

創 造 推 進 事 業 、 キ ャ

リ ア 教 育 プ ラ ン ナ ー と

の 連 携 事 業 に よ る 、

地 域 出 身 の 文 化 人 、

ス ポ ー ツ 関 係 者 、 事

業 者 等 、 社 会 で 活 躍

さ れ て い る 方 と の 講

演 等 を 通 し て 、 児 童

生 徒 が 郷 土 愛 を 持

ち 、 自 分 の 夢 に 向 か

っ て 生 き 生 き と 活 動

し 、 自 己 有 用 感 を 持

っ て 将 来 社 会 で 活 躍

で き る 人 材 を 育 成 す

る 。 ま た 、 キ ャ リ ア 教

育 プ ラ ン ナ ー を 中 心

と し た 、 協 働 的 な 学 び

を は じ め と し た 生 き

抜 く 力 を 育 む 取 組 に

つ い て 、 持 続 可 能 な

仕 組 み を 構 築 す る 。

キ ャ リ ア 教 育 、 I C T

教 育 、 S D G s 教 育 、

S T E A M 教 育 を 効

果 的 に 進 め る 教 科 横

断 的 な カ リ キ ュ ラ ム の

構 築 を 進 め る 。  

・ あ こ が れ い こ ま び と

講 演 事 業 で は 、 ４ 校

で ５ 事 業 を 実 施 。  

・ キ ャ リ ア 教 育 プ ラ ン

ナ ー と 連 携 し て 授 業

づ く り を 行 っ た 。  

/ キ ャ リ ア 教 育 プ ラ

ン ナ ー と の 連 携 事 業

実 施 回 数 ： ２ ０ 回  

 

A  

・ あ こ が れ い こ ま
び と 講 演 事 業 で
は 、 地 域 出 身 の
方 の 講 演 等 を 通
し て 児 童 生 徒 の
郷 土 愛 を 育 む と
と も に 将 来 の 自
分 の あ り 方 に 関
心 を 持 た せ る こ
と が で き た 。  

・ キ ャ リ ア 教 育 プ

ラ ン ナ ー と の 連

携 事 業 に つ い て

は 、 社 会 に 開 か

れ た 教 育 課 程 を

実 施 す べ く 、 学

校 か ら の ニ ー ズ

に 応 じ た ハ ン ズ

オ ン 支 援 を 引 き

続 き 行 っ た 。  

・ あ こ が れ い こ ま び と

と 講 演 事 業 、 学 校 教

育 創 造 推 進 事 業 、 キ

ャ リ ア 教 育 プ ラ ン ナ

ー と の 連 携 事 業 の

実 施  

/ キ ャ リ ア 教 育 プ ラ

ン ナ ー と の 連 携 事 業

実 施 回 数 ： 1 9 回  

部 活 動 支 援

事 業  

中 学 校 に お い て 、 専

門 的 な 技 術 指 導 力 を

備 え た 指 導 者 が 不 在

の 部 に 対 し 、 地 域 の

適 切 な 人 材 を 外 部 指

導 者 と し て 派 遣 し 、 部

顧 問 と 協 力 し て 指

導 ・ 助 言 を 行 わ せ る

こ と に よ り 、 部 活 動 を

充 実 さ せ る 。  

バ レ ー ボ ー ル 、 ソ フ ト
ボ ー ル 、 陸 上 、 バ ス ケ
ッ ト ボ ー ル 、 ハ ン ド ボ
ー ル 、 柔 道 、 テ ニ ス 、
吹 奏 楽 、 茶 道 な ど 、
専 門 的 な 技 術 指 導 力
を 備 え た 外 部 指 導 者
を ８ 校 に 派 遣 。 部 活
動 指 導 員 実 施 時 間
数 ： ２ , ７ ８ ４ 時 間  

A  

専 門 的 な 技 術 導

力 を 備 え た 指 導

者 が 不 在 で 、 学 校

長 が 必 要 と 認 め

た 部 活 動 に 対 し

て 、 外 部 指 導 者 を

派 遣 で き た 。 今 後

部 活 動 の 地 域 移

行 が 本 格 化 し て

い く 中 、 地 域 指 導

員 を 確 保 す る 意

味 で も 、 前 年 度 よ

り も 多 く の 指 導 員

を 任 用 で き た こ と

に は 大 き な 意 味

が あ っ た 。  

中 学 校 に 外 部 指 導 者
を 配 置  
/ 部 活 動 指 導 員 配 置
時 間 数 ： ２ , ８ 8 0 時 間  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事 業 ・ 取 組  

名 称  
活 動 内 容  

実 績 ・ 成 果  
評 価  

令和５年度の取組/設定目標 

チ ャ レ ン ジ ！

や さ し く た く

ま し い い こ ま

っ 子 キ ャ ン プ  

既 存 の 自 然 体 験 学 習

の メ ニ ュ ー と し て 防

災 キ ャ ン プ を 加 え 、 児

童 の 防 災 意 識 を 高

め 、 命 を 守 る こ と の 大

切 さ を 再 認 識 し 、 災

害 発 生 時 に 自 分 の 命

を 守 る 行 動 を 身 に つ

け る 。  

１ １ 校 及 び い き い き ほ

っ と ル ー ム で 防 災 プ

ロ グ ラ ム を 実 施 。  

A  

自 然 と 向 き 合 っ た

防 災 体 験 活 動 を

取 り 入 れ る こ と

で 、 自 然 体 験 の 良

さ と 自 然 の 怖 さ を

知 識 と し て 得 る こ

と が で き 、 児 童 生

徒 の 「 生 き る 力 」

を 育 む こ と が で き

た 。  

各 小 中 学 校 の 判 断 に

基 づ く い こ ま っ 子 キ ャ

ン プ の 実 施  

/ 実 施 学 校 数 ： １ ２ 校  

 

【 その他事業】  

事業・取組 

名称 
活動内容 実績・成果 評価 

小 学 校 １ 年 生

３ ０ 人 程 度 学

級 の 実 施  

本 市 独 自 の 取 組 と し

て 、 学 校 教 育 の 充 実

を 図 る た め 、 小 学 校 １

年 ３ ０ 人 程 度 学 級 を

実 施 す る 。  

全 小 学 校 に お い て

3 0 人 程 度 学 級 を 実

施 す る こ と で 、 小 学

校 1 年 生 に 対 し て 、 き

め 細 か い 指 導 を 行 っ

た 。  
A  

国 の 少 人 数 学 級

の 実 現 と し て 、 段

階 的 に 3 5 人 学 級

が 実 施 さ れ る こ と

と と な り 、 ２ 年 生

ま で は 、 ３ ５ 人 学

級 に な っ て い る

が 、 1 年 生 に つ い

て は 、 引 き 続 き す

べ て の 学 校 に お

い て 達 成 す る こ と

が で き た 。  

伝 え 合 う 力

育 成 事 業  

豊 か な 人 間 性 を 育 む

た め 、 読 書 活 動 を 推

進 し 、 各 校 に 学 校 司

書 を 配 置 す る 。  

全 て の 小 中 学 校 に 週

3 日 、 学 校 司 書 を 配

置 し た 。  

A  

学 校 司 書 と 司 書

教 諭 が 連 携 し 、 図

書 館 の 環 境 整 備

や 図 書 に 関 す る イ

ベ ン ト の 開 催 に よ

り 、 児 童 生 徒 の 読

書 意 欲 を 向 上 す

る こ と が で き た 。  

奈 良 先 端 科

学 技 術 大 学

院 大 学 と 連

携 し た 授 業

の 実 施  

中 学 校 を 対 象 に 奈 良

先 端 科 学 技 術 大 学 院

大 学 の 講 師 等 を 招

き 、 授 業 を 行 う こ と で

学 ぶ こ と の 興 味 ・ 関

心 を 高 め る 。  

光 や 分 子 、 生 物 な ど

を テ ー マ に し た 特 別

授 業 を 3 校 及 び 出 前

授 業 を ５ 校 で 実 施 。

授 業 を 受 け た 生 徒 の

9 割 が 授 業 は 興 味 深

い 内 容 で あ っ た と 回

答 し た 。  

A  

理 科 離 れ が 進 む

中 、 学 校 で は 体 験

で き な い 最 先 端

の 科 学 に 触 れ る こ

と で 、 理 科 学 習 へ

の 興 味 ・ 関 心 を 高

め る こ と が で き

た 。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【評価による課題】 

・これまで、中学校の部活動の指導を支援するために、部活動支援事業を行っ  

てきたが、令和８年度から休日における教員の指導による学校部活動を廃止  

する内容の通知が県からあった。学校活動の今後について市として方針を出  

して進めていく必要がある。  

 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

・部活動の地域移行において、スポーツ振興課と連携をして、学校部活動の在  

り方について検討し、子どもたちがやりたいスポーツ環境を整えていく。  

 

 

＜参考データ＞ 

 市立小・中学校 児童生徒数（令和５.５.１時点）（単位：クラス、人）  
小学校名 ｸ ﾗ ｽ数  児童数  中学校名 ｸ ﾗ ｽ数  児童数 

生駒 3 0  7 1 3   生駒  2 0  5 8 5  

生駒南 1 8  3 7 5   生駒南 8  1 4 3  

生駒北 9  1 4 7   生駒北 6  6 3  

生駒台 3 3  7 2 9   緑ヶ丘 1 6  4 5 7  

生駒東 1 8  4 5 7   鹿ノ台 1 0  2 6 2  

真弓  2 4  6 4 0   上  2 1  6 6 6  

俵口  1 8  4 2 6   光明  1 2  3 6 9  

鹿ノ台 2 4  5 4 7   大瀬  1 8  4 9 9  

桜ヶ丘 2 7  6 5 8   合  計  1 1 1  3 , 0 4 4  

あすか野 3 5  8 6 4    

壱分  3 1  7 8 7      

生駒南第二 1 0  1 8 3      

合  計  2 7 7  6 , 5 2 6      
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

５ 「楽しい授業づくり」のための教職員の育成と環境整備 

【アクションプラン掲載事業】 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

教 職 員 が い

き い き と 子 ど

も と 向 き 合 う

時 間 創 造 プ

ロ グ ラ ム の 推

進  

教 職 員 が 健 康 で い き

い き と や り が い を も っ

て 働 け る 環 境 整 備 を

行 い 、 教 職 員 が 授 業

や 教 材 研 究 等 に 集 中

し 、 ゆ と り を も っ て 子

ど も た ち と 向 き 合 う 時

間 の 拡 充 を 図 る 。 学

校 の 業 務 改 善 及 び 教

師 の 働 き 方 改 革 を 推

進 し て い く た め に 、 そ

の 担 い 手 の 核 た る 教

頭 の 業 務 を 再 定 義

し 、 組 織 開 発 の 手 法

に よ っ て 働 き 方 改 革

を 持 続 的 に 推 進 す

る 。  

市 内 １ 9 校 に ス ク ー ル

サ ポ ー ト ス タ ッ フ を 配

置 し た 。  

２ 学 期 か ら 給 食 費 管

理 シ ス テ ム を 構 築 し

た 。  

新 た な 地 域 ク ラ ブ 活

動 推 進 協 議 会 に お い

て 、 今 後 の 部 活 動 の

段 階 的 な 地 域 移 行 に

つ い て 検 討 を 進 め

た 。  

A  

ス ク ー ル サ ポ ー ト

ス タ ッ フ を 配 置 す

る こ と で 、 教 職 員

の 働 き 方 改 革 に

貢 献 し 、 勤 務 時 間

の 削 減 を 行 う こ と

が で き た 。  

２ 学 期 か ら 給 食 費

管 理 シ ス テ ム を 導

入 し こ と で 、 事 務

の 改 善 が で き た 。  

部 活 動 の 段 階 的

な 地 域 移 行 は 、 関

係 者 と 連 携 を 取 り

な が ら 検 討 を 進

め て 行 く 。  

・ ス ク ー ル サ ポ ー ト ス

タ ッ フ の 全 校 配 置  

・ 校 務 支 援 シ ス テ ム

の 運 用  

・ 給 食 費 管 理 シ ス テ

ム 業 務 導 入  

・ 教 職 員 の 業 務 改 善

に つ い て の 各 種 調

査 及 び 整 理  

・ 働 き 方 改 革 の 施 策

実 施  

・ 部 活 動 の 段 階 的 な

地 域 移 行  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

グ ロ ー バ ル

時 代 に 対 応

し た 外 国 語

教 育 の 推 進  

小 学 校 １ 年 生 か ら 英

語 の 楽 し さ を 感 じ ら

れ る 取 組 を 行 い 、 小

中 学 校 ９ 年 間 を 通 し

た 系 統 的 な 英 語 教 育

カ リ キ ュ ラ ム を 実 施

す る 。  

小 学 校 ３ ・ ４ 年 生 で

3 5 時 間 外 国 語 活 動

を 行 い 、 ５ ・ ６ 年 生 で

７ ０ 時 間 外 国 語 （ 英

語 ） を 実 施 。 市 で は

独 自 に 小 学 校 １ ・ ２ 年

生 に 対 し て 教 材 を 作

成 し 、 １ ０ 時 間 程 度 外

国 語 活 動 を 実 施 。  

/ 全 国 学 力 調 査 よ り

「 英 語 の 勉 強 は 好 き

で す か 」 の 質 問 に 対

し て 、 「 当 て は ま る 」

「 ど ち ら か と い え ば

当 て は ま る 」 と 回 答

し た 生 徒 の 割 合  

小 学 校 6 年 6 6 . ９  

中 学 校 3 年 4 8 . 1  

A  

外 国 語 活 動 は 通

常 小 学 校 3 年 生

か ら で あ る が 、 生

駒 市 で は 、 小 学 校

1 年 生 か ら 外 国 語

活 動 を 取 り 入 れ

て い る 。 低 学 年 の

う ち か ら A L T と

と も に 楽 し み な が

ら 外 国 語 活 動 を

行 う こ と で 、 抵 抗

感 が な く な り 、 英

語 に 対 し て 慣 れ

親 し む こ と が で き

て い る 。 系 統 的 な

英 語 教 育 カ リ キ ュ

ラ ム を 実 施 す る こ

と に よ り 、 英 語 の

基 礎 的 な 力 を 身

に 付 け る こ と が で

き た 。  

年 間 小 学 校 １ ・ ２ 年 生

で １ ０ 時 間 程 度 、 小 学

校 ３ ・ ４ 年 生 で ３ ５ 時

間 英 語 活 動 、 小 学 校

５ ・ ６ 年 生 で ７ ０ 時 間

英 語 を 実 施 （ A L T 、

わ く わ く ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ ｻ

ﾎ ﾟ ｰ ﾀ ｰ を 配 置 ）  

/ 全 国 学 力 調 査 よ り

「 ① 英 語 の 勉 強 は 好

き で す か 」 「 ② 英 語

の 授 業 で 自 分 自 身

の 考 え や 気 持 ち を

伝 え 合 う こ と が で き

ま し た か 」 の 質 問 に

対 し て 、 「 当 て は ま

る 」 「 ど ち ら か と い え

ば 当 て は ま る 」 と 回

答 し た 生 徒 の 割 合

小 学 校 6 年  

① 7 0 . 0 ② 7 0 . 0  

中 学 校 3 年  

①  6 5 . 0 ② 6 5 . 0  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

問 題 発 見 能

力 や 他 者 と

協 働 す る コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ

ン 能 力 の 育

成  

２ １ 世 紀 を 生 き 抜 く 力

と し て 、 授 業 に お い

て 、 日 常 の 疑 問 を 発

見 す る 力 や コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン 能 力 の 育

成 を 図 る と と も に 、 必

要 と な る 教 職 員 の 能

力 育 成 の た め の 研 修

を 強 化 す る 。  

本 市 キ ャ リ ア 教 育 プ

ラ ン ナ ー が 「 キ ャ リ ア

教 育 ク ラ イ マ ー 会 議 」

に 参 加 し た 教 員 と と

も に キ ャ リ ア 教 育 授

業 を 行 っ た 。  

/ キ ャ リ ア 教 育 ク ラ イ

マ ー 会 議 参 加 者 数 ：

２ ５ 人  
A  

令 和 ５ 年 度 は 大

規 模 な 研 修 で は

な く 、 教 員 と と も

に 授 業 を 作 り 上 げ

る 取 組 を 行 っ た こ

と か ら 、 目 標 参 加

者 数 は 減 少 し た

が 、 ひ と り 一 人 の

教 員 と 熟 議 を 重

ね て 授 業 を 作 り 上

げ た こ と で 、 教 員

の 能 力 向 上 に 資

す る こ と が で き

た 。  

教 職 員 の フ ァ シ リ テ

ー シ ョ ン 能 力 の 育 成

の た め の 研 修 開 催  

/ 生 駒 市 教 育 研 修 会

参 加 者 数 ： ３ ０ ０ 人  

市 内 教 員 （ ミ

ド ル リ ー ダ

ー ） 向 け 先 進

校 視 察 支 援

事 業  

ミ ド ル リ ー ダ ー 層 以

上 の 教 員 が 自 分 自 身

の 教 育 観 や 授 業 観 の

ア ッ プ デ ー タ に 充 て

る 時 間 を 確 保 す る た

め に 、 教 育 委 員 会 事

務 局 主 導 で 先 進 校 視

察 を 行 い 、 先 進 的 な

取 組 を 市 内 の 教 育 に

取 り 入 れ る き っ か け

と す る 。  

先 進 的 な 取 組 を 行 っ

て い る 学 校 等 へ 計 ２

０ 回 の 視 察 を 実 施

し 、 延 べ ６ ５ 人 の 教 員

等 が 参 加 し た 。  

S  

I C T 端 末 を 有 意

義 に 活 用 し た 授

業 や 自 由 進 度 学

習 に 積 極 的 に 取

り 組 ん で い る 学 校

等 の 先 進 地 視 察

の 複 数 回 実 施 及

び 複 数 人 参 加 に

よ り 、 本 市 の 目 指

す べ き 教 育 の 方

向 性 に つ い て の

共 通 認 識 を 持 つ

こ と が で き た 。  

・ 視 察 実 施  

/ 視 察 参 加 延 べ 人 数

2 0 人  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

講 師 不 足 対

策  

定 数 内 講 師 の 不 足 の

解 消 及 び 、 今 後 予 想

さ れ る 講 師 不 足 に 関

す る 施 策 を 実 施 す

る 。 潜 在 的 人 材 、 積

極 的 に 講 師 を 選 択 す

る 人 材 な ど 、 多 様 な

ニ ー ズ に 対 応 で き る

よ う 取 組 を 進 め る 。  

個 別 就 労 相 談 会 を

実 施 し 、 昨 年 度 に 引

き 続 き 、 常 勤 講 師 ・

非 常 勤 講 師 ・ 特 別 支

援 教 育 支 援 員 ・ ス ク

ー ル サ ポ ー ト ス タ ッ

フ ・ 通 級 指 導 補 助 ・

司 書 教 諭 等 、 ３ １ 名

の 就 労 に 繋 げ た 。  

S  

年 度 途 中 に 発 生
し た 講 師 等 の 欠
員 を 、 就 労 相 談 会
に よ る 候 補 者 リ ス
ト （ 前 年 度 の ５ ５
名 に 加 え ４ ８ 名 の
登 録 が あ り 計 １ ０
３ 名 ） に よ っ て 迅
速 に 埋 め る こ と が
で き た 。 ま た 、 令
和 ６ 年 ２ 月 か ら 開
始 し た 「 教 育 ・ 保
育 資 格 バ ン ク 」 で
は オ ン ラ イ ン ツ ー
ル を 導 入 し 新 た な
登 録 者 を 増 や し
た 。 こ れ に よ り 、
令 和 ６ 年 度 開 始
の 小 学 校 高 学 年
専 科 加 配 に お い
て 1 2 校 全 て 埋 め
る こ と が で き た 。
ま た 令 和 ６ 年 ４ 月
時 点 に お け る 講
師 の 配 置 に お い
て 、 小 学 校 は 全 校
で 不 足 ゼ ロ 、 中 学
校 に お い て は ２ 人
欠 員 で は あ る が 、
同 規 模 の 他 市 町
村 と 比 較 し て 相 当
に 少 な い 状 況 に
で き た 。  

・ 講 師 相 談 会 の 実 施  

・ い こ ま d e  先 生 シ ェ

ア ハ ウ ス の 準 備  

/ 講 師 ・ 支 援 員 就 労

相 談 会 参 加 者 数 ：

5 0 人  

 

【評価による課題】 

・多くの教員等に先進的な取組を学んでもらうために視察を行っているが、視  

察で得た知見を各学校の教育活動に活用し、市内各学校へ広げていく必要が  

ある。  

 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

・視察に向かう教員等の選定の際には、授業改善に意欲を持つ者を複数人選出  

し、教員等が所属する学校の垣根を超えたつながりを生み出すことで先進的  

な取組を行いやすい機運を高めていく。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

基本方針３ すべてのライフステージで、楽しみながら学び、地域とつながる機会

づくり 

１ すべての人が楽しく、安心して成長し、活躍できる機会の創出 

【アクションプラン掲載事業】 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

幅広い世代へ

の学ぶ機会の

提 供 と 地 域 の

人材活用 

「 IKOMA サ マ ー セ ミ

ナー」など、様々な特技

や専門知識等を持った

市民自身が先生となっ

て 、市 民へ の 学び や 体

験 の 場 を 提 供 す る と と

も に 、 市 民 が 活 躍 す る

機会とする。また、この

よ う な 場 づ く り を 市 民

が主体と なって継続的

に 取 り 組 み 、 さ ら に 発

展 し て い け る よ う 支 援

す る こ と で 、 生 駒 の 誇

る「市民力」をさらに引

き 出 し 、 市 民 の 持 つ ス

キ ル や ア イ デ ア を 活 か

したまちづくりにつなげ

る。 

・ 「 IKOMAサ マ ー セミ

ナー2023」 

実行委員数：９人 

開 催 日 ： ８ 月 ２ ０ 日

(北コミ ュニ ティセン

ターISTAはばたき) 

講座数：６３講座 

延べ受講者数：７７７

人 

参 加 者 実 人 数 ： 約 ２

５０人 Ａ  

引 き 続 き 実 行 委 員

会 が 主 体 と な っ て

企 画 し 、 講 座 数 も

前 年 度 か ら 大 幅 に

拡 大 し て 開 催 で き

た。先生についても

実行委員や庁内各

課 と 連 携 し な が ら

声掛けを行い、６３

講座のうち３７人が

初 め て 先 生 を 務 め

るなど、新たな人材

の 発 掘 に も つ な が

った。 

今 後 も 先 生 や 実 行

委員、ス タ ッ フ など

様 々 な 形で 本 事 業

に 携 わ る 人 材 の 拡

充を図り 、さら なる

事 業 の 充 実 と 円 滑

な実施につなげる。 

･ 市 民 主 体 の 実 行 委

員 会 に よ る 開 催 ・ 運

営  

・ 先 生 募 集 対 象 の 拡

大  

/ I K O M A サ マ ー セ

ミ ナ ー 実 行 委 員 数 ：

1 5 人  

困 難 を 抱 え

る 子 ど も ・ 若

者 に 対 す る

支 援 の 充 実  

子 ど も ・ 若 者 総 合 相 談

窓口「ユースネットいこ

ま」を拠点として、様々

な 困 難 を 抱 え る 子 ど

も ・ 若 者 が 自 立 し た 社

会 生 活 を 送 れ る よ う 、

「生駒市子ども・若者支

援ネットワーク」の有効

活用及び関係機関との

連携のもと必要な支援

を行う。 

・ユー スネットいこま に

おける相談支援 

/相談人数：８１人 

(うち新規３６人) 

・進路決定者１５人 

・ 「生駒市子ど も・若者

支援ネットワーク」の

運営 

 
A  

対面やオンライン 

、メール等で相談に

応じ、自立に向けた

支 援 を 行 っ た 。 相

談 者 数は 伸 び 悩 ん

だ も の の 、 当 事 者

の 思 い に 寄 り 添 い

な が ら 支 援 を 行 っ

た ほ か 、 ボ ラ ン テ ィ

アやチラシデザイン

協 力 な ど 様 々 な 形

で の 社会 参加の 機

会 を 創 出 す る な ど

自 立 支 援 に 向 け た

取 組 を 充 実 さ せ る

ことができた。 

・ユー スネットいこま に

おける相談支援 

・ 「生駒市子ど も・若者

支 援 ネ ッ ト ワ ー ク 」 の

運営 

/ ユ ー ス ネ ッ ト い こ ま

の相談者数：１２０人 
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

学 び と 活 躍 推

進事業 

主に働き盛り世代の市

民 対 象 に 、 学 び を 通 し

て よ り 豊 か な 生 き 方 、

暮ら し方に向け た気づ

き や き っ か け と な る よ

う 、 「 ischool 」 を 展 開

する。 

「ischool」では、「ミラ

イの教室」として市民や

企 業 、 大 学 な ど 多 様 な

主 体 に よ る 講 座 や 、 学

び と 交 流 の 社 会 見 学

「 ま ち ミ ル 」 な ど を 実 施

し、市民がさまざまな気

づきを得て新たな行動

に つ な が る き っ か け と

する。 

・ 未 来 ひ ろ が る 学 び の

場「ischool」 

学 び と 交 流 の 社 会 見

学「まちミル」 

開催回数：３回 

参加者数：96人 

「ミライの教室」 

開催回数：22回 

参加者数：561人 

・「学びのポータルサイ

ト」の運営 

年度中のページビュ

ー数：49,987 

S  

・ 「 ischool 」 で は

子 育 て 世 代 の 関

心やニーズに沿っ

た多様な講座を市

民と連携して企画

実施した。 

・ 社 会 見 学 は 庁 内

各課と連携して企

画 実 施 す る こ と

で 、 参 加 し た 市 民

に 行 政 の 取 組 や

課題を身近に感じ

て も ら う こ と が で

きた。 

・ 「 学 び の ポ ー タ ル

サイト」では講座の

告知から開催後の

レ ポ ー ト ま で 様 々

な情報を発信した

ことで、より多くの

市民の関心を集め

ることができた。 

・それぞれの講座も 

定員を大幅に超え 

る参加申込があ 

り、内容も参加者 

から高い評価をい 

ただくなど充実し 

たものにできた。 

・ 学 び と 交 流 の 社 会

見 学 「 ま ち ミ ル 」 の

実 施  

・ 学 び の ポ ー タ ル サ イ

ト の 運 用  

・ 「 i s c h o o l 」 の 立 ち

上 げ ・ 「 ミ ラ イ の 教

室 」 の 実 施  

多様性を認め

合う場の提供 

年齢や性別、障がいの

有 無 や 国 籍 、文 化 など

個々人の違いや多様性

を認め合う学びや体験

の機会を提供する。 

事業中止 

C  

コ ロ ナ 禍 の 影 響 も

あ り 、 高 齢 者 や 障

が い の あ る 方 が 不

安 な く 参 加 で き る

宿泊行事の 開催は

困 難 と 判 断 し 開 催

を中止した。 

本 事 業 に つ い て も

事 業 の あ り 方 を 見

直 し 令 和 ５ 年 度 限

りで終了とした。 

「ユニバーサルキャンプ

in 生駒」の開催 

/参加者数：６０人 
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

高齢者の学び

への意欲向上

と、学びを「行

動 」 に つ な げ

る 仕 組 み づ く

り 

「いこま寿大学」の内容

を 充 実 さ せ 、 高 齢 者 の

学習意欲を引き出すと

と も に 、 学 び の 成 果 を

まちづくりにつなげられ

る 人 材を 発掘、 育成す

る。 

ま た 、 「 寿 生 駒 連 絡 協

議会」（気らくネット）に

代表される同大学の卒

業生など有志の市民が

地域や学校等と連携し

な が ら ま ち づ く り の 担

い 手 と し て 活躍す る 機

会 を 増 や し て い け る よ

う支援を行う。さらに、

高齢者が必要な知識や

気 づ き を 得 て 、 よ り 安

心 感 を も っ て 充 実 し た

セカンドライフを送れる

ようサポートする。 

・ 「 い こ ま 寿 大 学 」 に つ

い て 、 学 習 期 間 （ ２ 年

ま たは ４年）の 選択や

再 入 学 を 可 能 と し た

制度での運営 

・ 実 務 講 習 会 に お い て

生 駒 の ま ち や 地 域 活

動 へ の 関 心 を 高 め る

新たな講座を実施 

・ 気 ら く ネ ッ ト に よ る 社

会貢献活動 

小学校３校で実施 

・豊かなセカンド ライ フ

の 実 現 に 向 け た 講 座

等の開催 

 講演会 １回 

 実践講座 ５回 

 参加者数：計３６０人 

Ａ            

・いこま寿大学では

新たな制度のもと

再 入 学 を 含 む

159 人 の 入 学 者

を 迎 え 、 学 生数 も

増加に転じた。 

・また実務講習会で

は、市の総合計画

や ま ち づ く り 活 動

に関する講座も新

設し、地域活動へ

の 関 心 を 高 め 参

加を促すことがで

きた。 

・ 気 ら く ネ ッ ト と 市

内小中学校との連

携 を 引 き 続 き 進

め 、 地 域 に お け る

寿 大 学 卒 業 生 の

活 躍 の 場 の 拡 大

につなげた。 

・ 豊 か な セ カ ン ド ラ
イフの実現に向け
て は 、 動 機 づ け と
な る 講 演 会 の ほ
か 、 「 片 づ け 」 や
「 資 産 管 理 」 等 多
様なテーマの実践
講座の実施を通し
て、参加者が新た
な一歩を踏み出す
きっかけとした。 

・社会貢献活動への 参
加 意 欲 を 促 す 講 習 会
の 開 設 や ク ラ ブ 学 習
課程の改善 

・学習期間（2 年または
４年）の選択や再入学
を可能とした新たな制
度での運営 

・ 気 ら く ネ ッ ト に よ る 地
域 で の 社 会 貢献 活 動
の支援 

・豊かなセカンド ライ フ
の 実 現 に 向 け た 市 民
啓発講座の開催 

家 庭 ・ 学 校 ・

地 域 が 連 携

し た 家 庭 教

育 の 支 援 （ 再

掲 ）  

子 育 て の 不 安 解 消 や
地 域 で の つ な が り づ
く り な ど を 目 的 に 、 地
域 で 子 育 て 支 援 等 に
関 わ る 市 民 と の 協 働
に よ り 立 ち 上 げ た 生
駒 市 家 庭 教 育 支 援 チ
ー ム 「 た け の こ 」 を 中
心 に 、 学 校 園 な ど と
の 連 携 の も と 親 子 や
保 護 者 を 対 象 と し た
交 流 事 業 や 家 庭 教 育
に 関 す る 情 報 発 信 な
ど に 取 り 組 む 。  

・地域での交流イベント

の開催 

開催回数：２回 

参加者数：計45人 

・ 「 た け の こ 通 信 」 の 発

行 ２回 

・チームメンバーの研修
の実施 １回 Ａ  

交 流 イ ベ ン ト の 参
加 人 数 は 少 な か っ
た が 、 そ の ぶ ん 参
加 し た 保 護 者 と の
対 話 を 充 実 さ せ 、
保 護 者 に と っ て も
家 庭 教 育 に 関 す る
学 び が 深 ま り 他 の
保 護 者 と つ な が る
機 会 と な り 満 足 度
も 高 い も の と な っ
た。 

･ 家 庭 教 育 支 援 チ ー
ム 「 た け の こ 」 に よ る
取 組 の 実 施  

･ 取 組 の 情 報 発 信  
･ チ ー ム メ ン バ ー の 研
修  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

新 た な 地 域 ク

ラ ブ 活 動 推 進

事業 

将来にわたりスポーツ・

文化芸術活動に継続し

て親しむ機会を確保す

るため、新たな地域クラ

ブ活動推進協議会を設

置し、コーディネーター

を配置するとともに、新

た な地 域ク ラブ の 活 動

支援等を行う。 

・ 新 た な 地 域 ク ラ ブ 活
動 推 進 協 議 会 を ２
回 開 催  

・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー の
配 置  

・ 新 た な 地 域 ク ラ ブ 活
動 を ５ ク ラ ブ 実 施  

A  

学 校 部 活 動 の 地
域 移 行 や 地 域 連
携 に 伴 う 国 の 実
証 事 業 を 受 託 す
る と と も に 、 新 た
な 地 域 ク ラ ブ 活 動
推 進 協 議 会 の 設
置 や コ ー デ ィ ネ ー
タ ー の 配 置 な ど の
仕 組 み づ く り を 行
い 、 将 来 に わ た り
ス ポ ー ツ ・ 文 化 芸
術 活 動 に 継 続 し
て 親 し む 機 会 を
確 保 で き る よ う 支
援 を 行 っ た 。  

・推進協議会の 設置や
運営 

・コーディネーターの配
置 

・ 新 た な 地 域 ク ラ ブ の
活動支援 

生 涯 学 習 施

設 整 備 事 業  

誰 も が 安 心 ・ 安 全 に
利 用 で き る 施 設 に す
る た め 、 老 朽 化 が 進
ん で い る 市 内 生 涯 学
習 施 設 を 適 切 に 維 持
管 理 し 、 計 画 的 に 改
修 を 進 め る 。  

・ 北 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン  
タ ー Ｉ Ｓ Ｔ Ａ は ば た き  
空 調 設 備 更 新 工 事  
設 計 業 務 完 了  

・ 生 駒 市 コ ミ ュ ニ テ ィ  
セ ン タ ー 文 化 ホ ー ル  

 １ 期  調 光 操 作 卓 改  
修 完 了  

・ 生 駒 セ イ セ イ ビ ル 照  
明 Ｌ Ｅ Ｄ 化 改 修 工 事  
（ １ 階 、 ４ 階 ） 完 了  

・ 南 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン  
タ ー せ せ ら ぎ 外 構 改  
修 工 事 完 了  

・ 南 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン  
タ ー せ せ ら ぎ 仮 設 駐  
車 場 整 備 工 事 完 了  

A  

照 明 L E D 化 改 修
工 事 や 空 調 設 備
更 新 工 事 設 計 業
務 や 更 新 工 事 等
を 計 画 的 に 実 施
す る こ と で 、 市 民
に と っ て 文 化 ・ 生
涯 学 習 の 拠 点 施
設 を 継 続 的 に 安
心 ・ 安 全 に 利 用 で
き る よ う に 施 設 の
環 境 整 備 を 行 っ
た 。  

体 育 施 設 整

備 事 業  

子 ど も か ら 高 齢 者 、

障 が い 者 ま で 誰 も が

安 心 ・ 安 全 に 利 用 で

き る 施 設 と す る た め 、

ト イ レ の 洋 式 化 を 進

め る 。 ま た 、 老 朽 化 が

進 ん で い る 市 内 体 育

施 設 を 適 切 に 維 持 管

理 し 、 利 用 者 の 安 心

と 安 全 を 確 保 す る 。  

・市民体育館トイレ改修

工事完了 

・総合公園体育館及び

井出山体育施設トイレ

改修工事完了 

・井出山体育施設照明

LED 化及びバスケッ

ト ゴ ー ル 改 修 工 事 完

了 

A  

市 民 体 育 館 ト イ レ

改 修 工 事 や 総 合

公 園 体 育 館 及 び

井 出 山 体 育 施 設

ト イ レ 改 修 工 事 、

井出山体育施設照

明 LED 化及びバ

スケットゴール改修

工事等 を 実 施 し 、

災 害 時 に は 避 難

所 と な る 施 設 の 環

境 整 備 を 行 っ た 。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【その他事業】 

事業・取組 

名称 
活動内容 実績・成果 評価 

生 涯 学 習 施

設 の 設 備 の

充 実  

生 涯 学 習 施 設 の 設 備

を 充 実 さ せ 、 市 民 サ

ー ビ ス の 向 上 を 図

る 。  

・ 図 書 会 館 ２ 階 計 算

機 室 P A C エ ア コ ン

更 新 工 事 完 了  

・ 備 品 の 購 入 ・ 設 置  

 A  

施 設 の 安 心 安 全

の 確 保 や 更 な る

市 民 サ ー ビ ス の

向 上 の た め 、 施

設 ・ 設 備 の 改 修 工

事 や 備 品 の 更 新

を 計 画 的 に 実 施

し 、 施 設 の 環 境 整

備 を 行 っ た 。  

生 涯 学 習 施

設 の 管 理 運

営  

市 民 の 生 涯 学 習 の 拠

点 と な る 生 涯 学 習 施

設 を 適 切 に 管 理 運 営

し 、 生 涯 学 習 の 活 性

化 に つ な げ る 。  

生 涯 学 習 施 設 の 利 用

人 数 ： 8 7 1 , 7 6 3 人  

A  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス 感 染 症 が ５ 類

感 染 症 に 移 行 さ

れ 、 市 民 に 対 し 施

設 の 利 用 料 金 の

減 免 を ６ 月 ま で 継

続 し た こ と で 利 用

者 数 は 回 復 し 、 文

化 活 動 等 の 利 用

促 進 に 寄 与 し 、 施

設 利 用 者 の 安 心

安 全 の 確 保 や 施

設 の 環 境 改 善 に

努 め た 。  

 

【評価による課題】 

・働き盛り世代や子育て世代へのアプローチは順調に進められているが、引き続 

き生涯学習の裾野を幅広い世代に広げていくとともに、地域でのボランティア 

活動の機会の創出など、一人でも多くの参加者が学びの成果を何らかの形で社 

会還元につなげていけるような仕掛けを検討する必要がある。 

 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

・引き続き、市民等との連携・協働を進め、若い世代も積極的に参加したくなる  

ような学びの機会を提供していく。また、学びの事業の中で、地域活動等を身  

近なものとして具体的なイメージが伝わるような情報提供を行うなど社会還 

元につなげるための工夫を行う。 

 

 



 

45 

【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

＜参考データ＞ 

 生涯学習施設の利用者数                （単位：件、人）  

 令和５年度  令和４年度  

利用件数  利用人数  利用件数  利用人数  

た け ま る ホ ー ル  1 1 , 0 1 0  1 7 7 , 1 1 0  1 2 , 3 2 3  1 7 4 , 4 5 9  

や ま び こ ホ ー ル  8 6  1 , 5 1 7  8 0  1 , 3 2 9  

鹿 ノ 台 ふ れ あ い ホ ー ル  3 , 3 8 7  4 2 , 2 4 4  3 , 2 2 7  3 9 , 4 8 8  

生 駒 市 図 書 会 館  4 , 0 9 2  8 9 , 1 0 1  4 , 0 3 2  7 8 , 1 5 8  

生駒市コミュニティセンター 9 , 7 0 4  1 3 3 , 9 2 9  1 1 , 3 6 1  1 5 9 , 3 6 1  

南コミュニティセンターせせらぎ 8 , 6 5 0  1 2 3 , 1 6 4  8 , 4 8 5  1 1 3 , 0 4 7  

北コミュニティセンターISTA はばたき  1 2 , 1 7 7  2 0 0 , 8 6 7  1 0 , 6 1 3  1 5 2 , 7 6 1  

芸 術 会 館 美 楽 来  6 , 2 3 3  1 0 3 , 8 3 1  6 , 4 6 6  9 4 , 9 3 7  

合   計  5 5 , 3 3 9  8 7 1 , 7 6 3  5 7 , 2 9 1  8 1 3 , 5 4 0  

 

 いこま寿大学の在籍者数等             （単位：クラブ、人）  

 クラブ数 在籍者数 入学者数 定員 応募者数 卒業者数 

令和 2 年度 1 6 ( ※ 1 )  6 3 5  8 3  2 7 5  1 5 4  1 3 0  

令和 3 年度 1 6  4 5 2  8 4 ( ※ 2 )  2 7 5  6 5  1 2 9  

令和 4 年度 1 6  3 5 5  7 3 ( ※ 2 )  2 7 5  7 1  9 6  

令和 5 年度 1 3  3 6 3  1 5 9  2 1 5  1 6 1  1 0 1  

(※１)歴史クラブと健康体操クラブを新設、ハイキングクラブ（自主 1 0 k m、自主 

8 k m）を募集停止とした。 

(※２ )令和２年度に願書を提出したがコロナ禍のため入学を見送り、令和３年度  

に改めて入学した者を含んでいる。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

２ 人と本、人と人をつなぎ、まちづくりの拠点となる可能性に満ちた図書館づくり 

【アクションプラン掲載事業】 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

子ども読書活

動の充実 

子ども読書活動にお

ける家庭・地域・学校

の新しい連携づくり 

「トライ！生駒子ども読
書会議」を 3 回実施。
参加者合計 235 人、
YouTube 197 回視
聴（第１回会議）＋310
人視聴申込（第２，３回
会議合計） 

A  

毎 回 、 外 部 か ら 講

師 を 招 聘 し 、 一 般

公 開 の う え 、 デ ジ

タ ル と 子 ど も の 読

書 や ポ ス ト コ ロ ナ

社 会 に お け る 子

育 て 等 に つ い て

学 び 合 っ た 。 講 演

は ｗ ｅ ｂ 公 開 も

し 、 広 く 子 ど も 読

書 活 動 推 進 に 携

わ る 人 と 課 題 共

有 し た 。  

「家読」推進を図る活動
を 参 加 者 が 各 自 実 施
し 、会 議で 意見 交換 を
行う。 
/ 生 駒 子 ど も 読 書 会 議
の開催回数：ワークショ
ップ３回 

「人を通して

人を知る」「本

を通して人を

知る」をキャ

ッチフレーズ

とするビブリ

オバトル全国

大会の開催 

図書館が本を通じて

語り合う場になると

ともに、年齢や地域の

枠を超えた全国大会

を開催する。 

発 表 者 5 人   
観 戦 者 3 7 2 人  
計    3 7 7 人  

A  

予 選 は オ ン ラ イ ン

で ４ 回 、 オ フ ラ イ

ン で １ 回 開 催 し 延

べ ２ １ １ 人 参 加 。 予

選 バ ト ラ ー に よ る

オ ン ラ イ ン 前 夜 祭

も 開 催 し た 。  

ビ ブ リ オ バ ト ル 全 国 大
会 in いこまを開催 
/ビブリオバトル全国大
会の参加者数：３８０人 

市 民 と の 連

携や「協創」

のもと、まち

づ く り の 拠

点 と な る 図

書館づくり  

市民との連携や「協
創」のもと、人と本、
人と人をつなぐ事業
を行い、新たな文化
を創造する「まちづ
くりのプラットフォ
ーム」となる図書館
を目指す。  

・ 「 本 棚 の W A 」 4 回
「 未 在 亭 」 3 回 、 「 朝
活 読 得 会 」 を 本 館 、
北 分 館 、 駅 前 図 書
室 で 定 期 的 に 実 施
し た 。  

・ 館 外 サ ー ビ ス と し
て 、 ま ち か ど 図 書 室
の 登 録 が 2 7 団 体 と
な り 、 リ サ イ ク ル 本 ７
７ ７ 冊 を 提 供 し 、 本
の イ ベ ン ト ７ 1 回 実
施 し た 。  

・ 図 書 館 事 業 ボ ラ ン テ
ィ ア 団 体 数 が 1 ５ 団
体 と な っ た 。  

A  

市 民 と 協 働 し 、 多
く の 事 業 を 行 う こ
と に よ り 、 図 書 館
や 読 書 活 動 に 興
味 関 心 を 持 つ 市
民 が 増 え 、 よ り 多
く の 人 に 本 の 楽 し
み を 届 け る こ と に
つ な が っ た 。  
 
 

市民との「協創」事業の
開 催 、 ま ち か ど 図 書 室
活動の推進 
/図書館事業ボランティ
ア団体数：12 団体 



 

47 

【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

図 書 館 読 書

バ リ ア フ リ ー

事 業  

障 が い 、 高 齢 等 の 理

由 に よ り 、 図 書 館 の

利 用 に 困 難 を 感 じ て

い る 人 が 気 軽 に 利 用

で き る 図 書 館 を 目 指

し 、 ボ ラ ン テ ィ ア と と

も に 読 書 推 進 を 行

う 。  

・ 音 訳 ボ ラ ン テ ィ ア に

よ る 録 音 図 書 作 成 ８

点 、 対 面 音 訳 2 1

回 、 耳 で 楽 し む 本 の

会 参 加 者 3 0 4 人 。  

・ 宅 配 サ ー ビ ス 4 1 1

回 1 , 3 7 6 冊 貸 出 。  

・ 知 的 障 が い 者 読 書

サ ポ ー ト 事 業 で は 、

館 内 整 理 日 を 利 用

し た 団 体 利 用 ７ 団

体 、 ６ １ 回 。  

A  

利 用 者 、 利 用 団

体 が 増 え 、 読 書 に

親 し む 機 会 を 多 く

提 供 で き た 。 潜 在

的 に 図 書 館 利 用

に 障 が い が あ る

人 が 多 く い る と 思

わ れ る の で 、 引 き

続 き 、 Ｐ Ｒ に 努 め

る 。  

・ 音 訳 ボ ラ ン テ ィ ア 養

成 講 座 、 音 訳 サ ー ビ

ス の 実 施  

・ 宅 配 サ ー ビ ス の 実

施  

・ 知 的 障 が い 者 の た

め の 代 読 サ ー ビ ス

の 実 施  

図 書 館 本 館

リ ニ ュ ー ア ル

事 業  

図 書 館 の 利 用 形 態

が 、 貸 出 中 心 か ら 滞

在 型 へ と 大 き く 変 わ

っ た こ と に 対 応 す る

た め 、 子 ど も や 高 齢

者 、 障 が い 者 も 利 用

し や す く 、 誰 も が 行 っ

て み た く な る よ う な 図

書 館 と な る よ う 、 図 書

館 本 館 の リ ニ ュ ー ア

ル を 行 う 。  

ワ ー ク シ ョ ッ プ を ３ 回

開 催 。 の べ １ ０ ３ 人 の

参 加 。 リ ニ ュ ー ア ル の

方 向 性 を 打 ち 出 し

た 。 ま た 、 空 間 デ ザ イ

ン の 座 学 を １ 回 開 催 、

参 加 者 ３ ７ 人 。  
A  

多 く の 市 民 と と も

に 、 市 民 が 望 む こ

れ か ら の 図 書 館

に つ い て 意 見 交

換 を す る こ と が で

き 、 リ ニ ュ ー ア ル

の 方 針 を 決 定 す

る こ と が で き た 。  
・ 図 書 館 利 暯 者 、 市

民 、 関 係 団 体 等 に よ

る ワ ー ク シ ョ ッ プ を

開 催  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【その他事業】 

事業・取組 

名称 
活動内容 実績・成果 評価 

図 書 館 の 運

営 と 充 実  

図 書 サ ー ビ ス や 利 便

性 の 向 上 を 図 り 、 誰

も が 利 用 し や す い 図

書 館 運 営 を 行 う 。  

市 内 １ ８ か 所 で 出 張

図 書 館 を 行 い 、 実 施

回 数 １ ４ ７ 回 、 貸 出 冊

数 ２ , 0 3 0 冊 と な っ

た 。  

A  

実 施 回 数 が 昨 年

度 に 比 べ ６ ３ 回 増

え 、 読 み 聞 か せ や

本 に 関 す る 講 座

な ど も 行 っ た 。 本

に 親 し め る 場 所 と

し て 、 市 民 の 方 に

好 評 を 得 て い る 。  

出 張 図 書 館 事 業 を 開

始 す る 。 図 書 館 外 で

の 貸 出 を 行 う こ と で 、

気 軽 に 本 に 親 し ん で

も ら う 環 境 を 作 る 。  

子 ど も 読 書

活 動 の 充 実  

子 ど も の 健 や か な 成

長 の 糧 と な る よ う 、 ブ

ッ ク ス タ ー ト 事 業 な ど

子 ど も の 読 書 活 動 を

推 進 す る 。  

館 内 で の 「 お は な し

会 」 ２ , ４ ０ ４ 人 、 「 絵

本 の 会 」 ８ １ ０ 人 。 学

校 等 で の お は な し 会

等 出 前 授 業 ３ , ０ ３ ５

人 。 ま ち か ど 図 書 室

等 に お け る イ ベ ン ト の

う ち 児 童 向 け ３ １ 回 実

施 。 生 駒 北 小 学 校 に

お い て ボ ラ ン テ ィ ア と

学 校 の 協 働 で オ ー タ

ム フ ェ ス テ ィ バ ル を 実

施 。 ボ ラ ン テ ィ ア に よ

る 図 書 館 託 児 事 業

「 こ あ ら 」 の べ ２ ７ ８ 人

利 用 。  

A  

図 書 館 の 内 外 を

問 わ ず 、 あ ら ゆ る

場 面 で 子 ど も に

本 を 届 け る 活 動

を 行 っ た 。 ま た 、

託 児 事 業 を 行 い

保 護 者 の 読 書 活

動 推 進 も 行 っ た 。  

読 書 活 動 ボ

ラ ン テ ィ ア の

育 成 と 協 働

に よ る 事 業

推 進  

読 書 活 動 ボ ラ ン テ ィ

ア を 育 成 す る と と も

に 、 同 ボ ラ ン テ ィ ア と

協 働 し 、 読 書 に 触 れ

る 環 境 を 整 備 す る 。  

ボ ラ ン テ ィ ア 養 成 講

座 と し て 、 音 訳 １ ０

回 、 学 校 図 書 館 修 理

講 座 ２ 回 及 び 実 習 、

子 ど も に 語 る お は な

し 講 座 ５ 回 開 催 。 ボ ラ

ン テ ィ ア に よ る 生 駒 に

関 す る 新 聞 記 事 の 切

り 抜 き の ス ク ラ ッ プ ブ

ッ ク を 作 成 し た 。 鹿 ノ

台 図 書 室 で は 、 配 架

や イ ベ ン ト 等 、 図 書 館

の 運 営 に も 関 わ っ て

も ら っ て い る 。  

A  

様 々 な 分 野 で 市

民 と 協 働 し な が ら

図 書 館 運 営 を 行

っ た 。 障 が い 者 へ

の 情 報 提 供 や 、 子

ど も 読 書 活 動 推

進 、 郷 土 資 料 の 充

実 等 、 行 政 だ け で

は 到 達 で き な い

サ ー ビ ス の レ ベ ル

を 維 持 し て い る 。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【評価による課題】 

・図書館の利用に障がいがある人に対する図書館の環境改善や、様々な理由によ 

って図書館へ来ることが困難な人への対応、図書館や読書に関心が無い人等へ 

の啓発等が必要である。 

 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

・地域住民や図書館利用者、市役所関係課、幼保こども園、学校、民間事業者等  

と積極的に連携し、デジタル化も視野に入れながら、読書人口を増やすととも  

に、新たな文化を創造するまちづくりの拠点となる。  

 

＜参考データ＞ 

 図書館蔵書冊数等                （単位：冊、人）  

 蔵書冊数 貸出冊数 貸出人数 利用券登録者数 

令 和 ２ 年 度 6 4 7 , 6 3 8  1 , 0 9 4 , 7 6 8  3 1 7 , 8 6 7  4 9 , 7 1 0  

令 和 ３ 年 度 6 4 9 , 7 1 2  1 , 2 6 3 , 7 5 3  3 5 8 , 6 2 7  4 7 , 1 6 1  

令 和 ４ 年 度 6 4 6 , 2 1 0  1 , 1 9 5 , 0 6 5  3 5 2 , 6 4 5  4 4 , 3 5 7  

令 和 ５ 年 度 6 5 1 , 4 5 9  1 , 1 4 8 , 7 2 9  3 4 1 , 7 7 1  4 1 , 3 0 2  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

３ 歴史・伝統文化・芸術を通じた、より豊かなまちの実現 

【アクションプラン掲載事業】 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

『生駒市史』編

さん事業 

『生駒市史』編さん事業

は、昭和６０年に最終巻

を 発 刊 し 終 え た が 、 そ

の 後 ３ ０ 年 間 に 行 わ れ

た発掘調査や古文書調

査等の新たな成果が蓄

積されている。加えて、

生駒市を取り 巻く状況

は 大 き く 変 化 し て き て

おり、市制５０周年を記

念 し て 新 た な 「 生 駒 市

史 」 を 編 さ ん す る 意 義

は 大 き い 。 優 れ た 専 門

性を備えた市内在住研

究者や学校関係者、ボ

ランティアの参画により

「生駒市史」の編さんを

行う。 

編 さ ん 委 員 会 、 ５ 分

科 会 開 催  

・ 補 充 調 査 実 施  

・ ボ ラ ン テ ィ ア を 活 用

し た 編 さ ん 作 業 継 続  

・ 記 念 講 演 会  1 2 ２ 人  

・ い こ ま 歴 史 キ ャ ン パ

ス 開 催 4 講 座 延 べ  

１ ５ ８ 人  

・ 史 料 集 2 冊 の 翻 刻 ・

編 集 ・ ニ ュ ー ズ レ タ

ー 発 刊 な ど  
Ａ  

有 山 武 兵 衛 文 書

ほ か 各 分 野 の 史

資 料 調 査 を 実 施

す る と と も に 、 編

さ ん 委 員 会 、 分 科

会 、 編 集 会 議 を 開

催 し 、 各 分 野 の 方

針 等 の 情 報 を 共

有 し た 。 ま た ボ ラ

ン テ ィ ア の 参 画 に

よ る 史 料 の 収 集 、

翻 刻 等 の 編 さ ん

作 業 を 実 施 し た 。

ま た 、 調 査 研 究 の

成 果 を 地 域 学 習

イ ベ ン ト ・ 講 演 会 ・

ニ ュ ー ズ レ タ ー な

ど を 通 じ て 伝 え 、

事 業 Ｐ Ｒ に 努 め

た 。 ま た 、 次 年 度

刊 行 に 備 え て 生

駒 の 近 世 ・ 近 代 の

史 料 集 の 翻 刻 及

び 編 集 を 進 め た 。  

・ 編 さ ん 委 員 会 開 催  

・ 補 充 調 査  

・ 史 料 集 2 冊 の 翻 刻 ・

編 集  

・ 記 念 講 演 会  

・ 地 域 学 習 イ ベ ン ト  

・ ニ ュ ー ズ レ タ ー 発 行  

市 史 編 さ ん 収

集資料活用事

業 「 い こ ま 歴

史アーカイブ」 

市史編さん作業で収集

し た 資 料 の う ち 、 書 籍

の基礎と なる貴重かつ

活用可能な資料を選択

し、令和７年度以降『市

史 』 を 発 刊 公 開 し て 以

降 、 史 料 を 随 時 公 開

し、活用をはかる。 

・ 史 料 の 収 集 ・ 撮 影 を

行った。 

・ 分 科 会 で 意 見 聴 取 、

活用手法を検討した。 
A  

史 料 の 収 集 を お

こ な う と と も に ア

ー カ イ ブ に 適 す る

史 料 を 選 定 し た 。  

・史料の収集・撮影 

・史料の選択 

・関連課調整 
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

歴 史 ・ 伝 統 文

化の 学びの 場

の 提 供 と 情 報

発信 

市 内 に 存 在 す る 有 形 ・

無形文化財の保存・活

用 、 伝 統 文 化 に 親 し む

機会の拡充や継承を進

め る ほ か 、 生 駒 ふ る さ

と ミ ュ ー ジ ア ム 等 を 拠

点とした郷土学習の場

の提供や歴史文化の発

信 を 行 う 。 あ わ せ て デ

ジタルミュージアムによ

る 情 報 発 信 を 行 う こ と

で、市民が容易に生駒

の歴史や伝統文化に触

れ る こ と が で き る 環 境

を整備する。 

・ 小 学 校 児 童 を 対 象 と

し た 高 山 竹 林 園 で の

茶 筌製 作実 演や 茶 道

体験の学習支援 

参加校数：５校 

参加者数：計349人 

・ふる さと ミュ ー ジアム

における特別展・企画

展 、 各 種 講 座 等 の 開

催 

来 館 者 数 （ 年 間 ） ：

7,108人 

・小学校への出前授業 

実施校数：７校 

・デジタルミュージアム

の運営と周知 

年 度 中 の ペ ー ジ ビ ュ

ー数：29,305 

Ａ  

・ 高 山 竹 林 園 等 と

の 連 携 に よ り 、 市

内 小 学 校 児 童 が

茶 筌 や 茶 道 に 触

れる 機会を５年ぶ

り に 提 供 す る こ と

ができた。 

・また、ふるさとミュ

ー ジアムにお いて

は、本市の文化財

や歴史にふれる展

示や講座、講演会

等 を 開 催 し た ほ

か、小学生を対象

に 昔 の く ら し や ま

ち の 移 り 変 わ り な

ど を テ ー マ と し た

出前授業にも力を

入 れ る な ど 、 幅 広

い 世 代 に 本 市 の

歴史文化を伝える

こ と で 、 郷 土 愛 の

醸成につなげた。 

 

・ 小 学 校 児 童 を 対 象

と し た 郷 土 の 伝 統 文

化 （ 茶 筌 ・ 茶 道 ） 学

習 の 促 進  

・ ふ る さ と ミ ュ ー ジ ア

ム に お け る 企 画 展 等

の 開 催  

・ デ ジ タ ル ミ ュ ー ジ ア

ム の 運 営 と 周 知  

・ 市 内 の 文 化 財 を 活

用 し た 講 座 等 の 実

施  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

市 民 と の 「 協

創 」 によ る 「 音

楽 の ま ち 生

駒」の発信 

「 市 民 み ん な で 創 る 音

楽 祭 」 な ど 市 民 の 企 画

提 案 に よ る コ ン サ ー ト

の 開 催 を 通 じ て 、 市 民

が 身近 に様 々な ジ ャン

ルの音楽に親しめる機

会を提供する。 

ま た 、 吹 奏 楽 を 愛 す る

市 民 に よ り 結 成 さ れ た

「 生 駒 市 民 吹 奏 楽 団 」

の 活 動 を 支 援 す る と と

も に、 市内学校の 吹 奏

楽 部 ・ バ ン ド 等 と の 連

携 の も と 、 合 同 演 奏 会

など の 開催 を通じ てあ

らゆる世代の市民に吹

奏楽や音楽の楽しさを

提供・発信する。 

◎ 「 市 民 み ん な で 創 る

音楽祭」 

提案団体 12 団体 

実施団体 ８団体 

来場者数 3,030 人 

出前授業 ９校 

  参加者  2,237 人 

◎市民吹奏楽団事業 

・ 「 い こ す い フ ェ ス タ

2023」（６月 25 日

開催） 

来場者数 572 人 

・ 「 ０ 才 か ら 楽 し め る フ

ァ ミ リ ー コ ン サ ー ト 」

（12 月 17 日開催、

２回公演） 

来場者数 1,277 人 

・「いこま吹奏楽の日」 

 （令和６年３月２・３日 

開催) 

 来場者数 2,000 人 

A  

・ 「 市 民 み ん な で 創

る 音 楽 祭 」 は 予 算

の 関係上、実施数

は ８ 公 演 と な っ た

が来場者数は前年

度を上回った。 

ま た 、 市 内 小 中 学

校 へ の ア ウ ト リ ー

チ公演は実施校数

や参加者数も大幅

に 増 え 、 子 ど も へ

の音楽教育の充実

に も 貢 献 す る こ と

ができた。 

・吹奏楽事業を含め

いずれの事業も多

数の来場者に恵ま

れ、「音楽のまち生

駒 」 を 市 内 外 に 発

信 す る こ と が で き

た。 

・ 「 市 民 み ん な で 創 る

音 楽 祭 」 の 開 催  

・ 市 民 吹 奏 楽 団 の 運

営 、 事 業 開 催  

/ 「 市 民 み ん な で 創

る 音 楽 祭 」 提 案 団 体

数 ： １ 4 団 体  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【その他事業】 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

設定目標 

生 駒 ふ る さ と

ミ ュ ー ジ ア ム

管 理 運 営  

市 の 歴 史 文 化 の 普 及

の た め 、 生 駒 ふ る さ と

ミ ュ ー ジ ア ム の 指 定

管 理 者 と 連 携 し て 、

適 切 に 管 理 運 営 す

る 。  

生 駒 ふ る さ と ミ ュ ー ジ

ア ム の 来 館 者 数 （ 年

間）：7,108人 

 

Ａ  

ふるさとミュージア

ム 指 定 管理 者の 企

画 に よ る 特 別 展 示

等の開催により、初

め て の 来 館 者 を 含

む 多数の 観 覧が あ

り 、 本 市 の 歴 史 文

化 の 発 信 と と も に

ふるさとミュージア

ム の 認 知 度 を 高 め

ることができた。 

また、新たに親子向

け 歴 史 講 座 を 開 催

したほか、引き続き

実施している「勾玉

体 験 」 に も 多 数 の

参加を得るなど、子

どもだけでなく子育

て 世 代の 来館 者 増

にもつながった。 

文 化 芸 術 事

業  

市 民 の 文 化 芸 術 活 動

を 活 発 化 す る た め 、

成 果 発 表 会 の 場 の 提

供 や 指 定 管 理 者 の 自

主 事 業 の 実 施 、 文 化

芸 術 団 体 と の 連 携 な

ど を 推 進 す る 。  

生涯学習施設で行われ

る芸術文化活動の参加

者数：22,746 人 

Ａ  

コ ロ ナ 禍 も 一 定 落

ち 着 い た こ と も あ

り 、 関 係 団 体 や 指

定 管 理 者 等 と 連 携

し な が ら 積 極 的 に

事 業 実 施 に 取 り 組

み 、 昨 年 度 を 大 幅

に 上 回 る 参 加 者 数

を得た。 

文 化 財 保 護

と 歴 史 文 化

の 普 及  

市 の 歴 史 の 普 及 を 図

り 、 郷 土 愛 を 醸 成 す

る と と も に 、 市 の 貴 重

な 文 化 財 保 護 を 行

う 。  

歴 史 文 化 系 講 座 聴 講

者数：1,334 人 

Ａ  

生駒ふるさとミュー

ジ ア ム に お い て 本

市の 文化財や 歴史

を テ ー マ に し た 企

画 展 や 特 別 展 、 各

種 講 座や 講演 会 を

行 う ほ か 、 市 内 小

学校への 出前授業

に も 積 極 的 に 取 り

組 み 、 幅 広 い 世 代

の 多 く の 市 民 に 郷

土の 歴史文化の 普

及 を 進 め る こ と が

できた。 
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【評価による課題】 

・文化芸術や歴史文化に関する事業では小中学校との連携を進めた結果、子ど  
もたちの参加は大幅に増えたが、各種公演や展示の参加者の多くはシニア層  
が占めており、子どもから働き盛り世代にも関心を持って参加してもらえる  

ような内容や実施手法の工夫が必要である。  

 
 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

・引き続き魅力あるイベントの開催を通して市民が文化芸術に親しむ機会を増  
やすとともに、市史編さん事業における記念講演会や歴史キャンパス事業の  

ほか、ふるさとミュージアムでは新たな切り口で郷土の歴史を学べる講座な  
どにも取り組むことで、より幅広い世代に本市の歴史文化を発信し、郷土愛  
を高める取組を進める。  

 

＜参考データ＞ 

 生駒ふるさとミュージアム来館者数           （単位：人、件）  

 大人  子ども  合計  多目的室利用件数・人数  

令 和 ２ 年 度 4,683 1,617 6,300 1 5 2    2 , 5 5 5  

令 和 ３ 年 度 5,230 3,309 8,539 3 3 9    5 , 0 3 9  

令 和 ４ 年 度 5,217 2,401 7,618 3 0 6    5 , 1 5 3  

令 和 ５ 年 度 5,151 1,957 7,108 2 4 9    5 , 4 8 8  

 

 文化芸術事業の開催状況                （単位：回、人）  

 
種 別 

令和５年度  令和４年度  
延べ回数 参加者数 延べ回数 参加者数 

市主催事業 市民文化祭等 18 12,713 17 10,438 

文化芸術団体補助事業 コンサート等 3 1,078 3 697 

指定管理者自主事業 
コンサート等 51 8,955 14 4,470 

講  座 334 11,984 309 9,185 

合  計 406 34,730 343 24,790 
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

４ 「健康」「生きがい」「仲間」「まち」をつくるスポーツの発展 

【アクションプラン掲載事業】 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

第 ２ 期 ス ポ ー

ツ推進計画策

定事業 

本市スポーツ推進の基

本 的 な 方 針 を 示 す 「 生

駒 市 ス ポ ー ツ 推 進 計

画」が、令和５年度で計

画 期 間 が 終 了 す る た

め 、 次 期 計 画 と な る

「 （仮 称）第 ２期生駒 市

ス ポ ー ツ 推 進 計 画 」 を

策定する。 

・ 令 和 ４ 年 度 に 実 施 し

た 「 ス ポ ー ツ に 関 す

る 市 民 意 識 調 査 」 等

を 基 に 、 第 ２ 期 ス ポ

ー ツ 推 進 計 画 を 策

定 し た 。  A  

ス ポ ー ツ 推 進 審

議 会 や 計 画 策 定

委 員 会 の 開 催 、 関

係 団 体 か ら の 意

見 聴 取 、 パ ブ リ ッ

ク コ メ ン ト の 実 施

等 、 広 く 市 民 や 関

係 団 体 等 の 意 見

を 踏 ま え 、 計 画 策

定 を 行 っ た 。  

・ 第 ２ 期 ス ポ ー ツ 推 進

計 画 策 定  

総合型地域ス

ポ ー ツ ク ラ ブ

育 成 ・ 支 援 事

業 

誰もが身近な地域で気

軽にスポーツ活動が行

え る よ う 、 市 内 の 総 合

型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ

の 発 展 を 支 援 す る と と

もに、新たなクラブの設

立に向け 、関係団体へ

の情報提供や人材育成

を行う。 

・ 広 報 掲 載 、 チ ラ シ 配

布 等 に よ る 各 ク ラ ブ

の 周 知 啓 発 活 動 支

援  

・ 生 駒 市 総 合 型 地 域

ス ポ ー ツ ク ラ ブ 連 携

会 議 の 開 催 （ １ 回 ）

及 び 新 規 ク ラ ブ の 設

立 支 援 （ 新 規 ２ ク ラ

ブ 設 立 ）  

/ 会 員 数 ： １ , ０ １ ３ 人  A  

各 ク ラ ブ が 実 施 す

る 事 業 等 に つ い

て の 周 知 啓 発 や 、

各 ク ラ ブ 間 の 情 報

交 換 を 行 う と と も

に 、 新 規 ク ラ ブ の

設 立 支 援 を 行 う こ

と に よ り 、 会 員 数

の 増 加 や 各 ク ラ ブ

の 組 織 体 制 の 強

化 に 繋 が っ た 。  

ま た 、 学 校 部 活 動

の 地 域 移 行 に 伴

う 国 の 実 証 事 業

を 受 託 す る と と も

に 、 新 た な 地 域 ク

ラ ブ 活 動 の 推 進

を 見 据 え 、 市 内 総

合 型 ク ラ ブ が 実 施

主 体 と な る 仕 組 み

づ く り を 行 っ た 。  

・ 各 ク ラ ブ に 対 す る 活

動 支 援  

・ 新 規 ク ラ ブ 設 立 準

備 支 援  

/ 市 内 ク ラ ブ の 会 員

数 ： １ , ０ 0 0 人  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

み ん な の ス

ポ ー ツ 推 進

事 業  

子 ど も か ら 高 齢 者 、

障 が い 者 な ど あ ら ゆ

る 市 民 が 、 ス ポ ー ツ

に 親 し み 、 楽 し む 機

会 の 充 実 を 図 る 。  

・ ス ポ ー ツ を 始 め る き
っ か け や ス ポ ー ツ に
親 し ん で も ら え る １
日 と す る た め 「 い こ
ま ス ポ ー ツ の 日 」
（ 令 和 ６ 年 ３ 月 ２ ０
日 ） を 開 催  
参 加 者 数 ： ６ ４ ０ 人  

・ 障 が い 者 ス ポ ー ツ
用 品 の 購 入 及 び 活
用 （ ス ポ ー ツ 用 車 い
す ）  

・ 障 が い 者 対 象 ス ポ
ー ツ 事 業 ： ５ 回 開 催  

※ 上 記 事 業 の 中 で 、
車 い す バ ス ケ ッ ト ボ
ー ル 体 験 会 を ２ 回 実
施  

・ 学 校 生 活 で 頻 度 の
高 い “ 跳 ね る ” “ 投 げ
る ” “ 蹴 る ” の ３ つ の
動 き を 、 作 業 療 法
士 、 理 学 療 法 士 、 ス
ポ ー ツ 指 導 者 に よ り
小 集 団 で 実 施 す る
障 が い 児 用 運 動 プ
ロ グ ラ ム ： ４ 回 開 催  

A  

「 い こ ま ス ポ ー ツ

の 日 」 の 開 催 に あ

た り 、 市 ス ポ ー ツ

施 設 指 定 管 理 者

や 市 内 総 合 型 地

域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ

等 と 連 携 し た こ と

で 、 バ ル セ ロ ナ ア

カ デ ミ ー 奈 良 校 に

よ る サ ッ カ ー 教 室

や 、 リ レ ー マ ラ ソ

ン 、 ｅ ス ポ ー ツ 体

験 会 、 芝 生 で ピ ラ

テ ィ ス の 開 催 な ど

を 実 施 し 、 多 く の

市 民 の 参 加 を 促

す こ と が で き た 。  

ま た 、 令 和 ４ 年 度

に モ デ ル 事 業 と し

て 実 施 し た 障 が

い 児 用 運 動 プ ロ

グ ラ ム を 拡 充 開 催

し 、 参 加 者 か ら 高

い 評 価 を 得 る こ と

が で き た 。  ・ い こ ま ス ポ ー ツ の 日
の 開 催 （ １ 回 ）  

・ 障 が い 者 対 象 ス ポ
ー ツ 事 業 の 開 催 （ ４
回 ）  

・ 障 が い 児 用 運 動 プ
ロ グ ラ ム の 実 施  

・ 車 い す バ ス ケ 体 験
会 の 実 施  

※ 企 業 版 ふ る さ と 納
税 を 活 用  

・ 障 が い 者 対 象 ス ポ
ー ツ 事 業 の 開 催 （ ５
回 ）  

・ 障 が い 児 暯 運 動 プ
ロ グ ラ ム 事 業 の 実 施  
/ み ん な の ス ポ ー ツ
推 進 事 業 の 開 催 ： ６
回 / 年  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 

実績・成果 
評価 

令和５年度の取組/設定目標 

ト ッ プ ア ス リ

ー ト 連 携 事

業  

ス ポ ー ツ に 憧 れ や 夢

を 抱 け る よ う に 、 メ ダ

リ ス ト や ト ッ プ ア ス リ

ー ト を 招 き 、 ス ポ ー ツ

教 室 や 講 演 会 を 開 催

し 、 有 名 ス ポ ー ツ 選

手 と 触 れ 合 う 機 会 を

つ く る 。  

・ 県 内 実 業 団 女 子 ホ

ッ ケ ー チ ー ム に よ る

ホ ッ ケ ー 体 験 会  

（ ３ ２ 人 参 加 ） や 、 オ リ

ン ピ ア ン に よ る 水 泳

教 室 （ ４ ３ 人 参 加 ） の

実 施  

B  

他 事 業 や 事 業 講

師 と な る ア ス リ ー

ト と の 日 程 調 整 等

が 合 わ ず 、 実 施 回

数 が 当 初 の 目 標

に は 至 ら な か っ た

が 、 実 業 団 チ ー ム

に よ る ホ ッ ケ ー 体

験 会 や オ リ ン ピ ア

ン に よ る 水 泳 教 室

を 開 催 し 、 国 内 外

ト ッ プ レ ベ ル の ア

ス リ ー ト と 触 れ 合

う 機 会 を 創 出 し

た 。  

・ ス ポ ー ツ 教 室 や 講

演 会 の 実 施  

/ ア ス リ ー ト 連 携 事

業 の 実 施 ： 年 ５ 回  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【その他事業】 

事業・取組 

名称 
活動内容 実績・成果 評価 

子 ど も 体 力

向 上 事 業 の

実 施  

子 ど も の 体 力 向 上 を

目 指 す た め 、 子 ど も

を 対 象 と し た ス ポ ー

ツ イ ベ ン ト を 開 催 す

る 。  

子 ど も を 対 象 と し た

イ ベ ン ト ・ 事 業 の 参 加

者 数 ： 1 , ９ ５ ０ 人  

A  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス 感 染 症 が ５ 類 感

染 症 に 移 行 さ れ 、

水 泳 競 技 大 会 や 、

Ｉ Ｋ Ｏ Ｍ Ａ マ ラ ソ ン

チ ャ ン ピ オ ン シ ッ

プ な ど の 種 目 別 競

技 会 を 制 限 な し で

開 催 し 、 子 ど も た

ち の ス ポ ー ツ 活 動

の 発 表 の 機 会 と し

た 。  

子 ど も を 対 象 と し た

イ ベ ン ト ・ 事 業 の 参 加

者 数 ： 2 , 3 0 0 人  

ス ポ ー ツ 、 レ

ク リ エ ー シ ョ

ン 活 動  

様 々 な ニ ー ズ に 合 っ

た イ ベ ン ト 、 講 座 等 を

開 催 し 、 誰 も が ス ポ

ー ツ に 触 れ る こ と が

で き る 環 境 を 整 備 す

る 。  

市 内 各 種 ス ポ ー ツ イ

ベ ン ト な ど の 参 加 者

数 ： １ １ , ６ ８ ７ 人  

 

Ａ  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス 感 染 症 が ５ 類 感

染 症 に 移 行 さ れ る

ま で は 、 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス 感 染 拡

大 防 止 対 策 を 講 じ

た 上 で 市 民 体 育 大

会 等 を 開 催 し 、 ５

類 感 染 症 に 移 行 さ

れ た 後 は 制 限 な し

で フ ァ ミ リ ー ス ポ

ー ツ の 集 い を は じ

め と す る 各 種 ス ポ

ー ツ 事 業 を 開 催

し 、 市 民 の ス ポ ー

ツ 活 動 の 場 の 提 供

を 行 っ た 。  

市 内 各 種 ス ポ ー ツ イ

ベ ン ト な ど の 参 加 者

数 ： 2 0 , 0 0 0 人 以 上  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組 

名称 
活動内容 実績・成果 評価 

社 会 体 育 施

設 の 管 理 運

営  

市民のスポーツ活動の

拠点となる社会体育施

設 を 適 切 に 管 理 運 営

し 、 ス ポ ー ツ 環 境 の 整

備を図る。 

市 内 体 育 施 設 の 利 用

者 数 ： ８ １ ６ , ４ ２ ３ 人  

 

 

Ａ  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス 感 染 症 が ５ 類

感 染 症 に 移 行 さ

れ た が 、 一 部 の 施

設 で 利 用 者 が 戻

ら ず 、 当 初 目 標 に

は 至 ら な か っ た

が 、 指 定 管 理 者 と

連 携 し 、 施 設 利 用

者 の 安 心 安 全 の

確 保 や 施 設 の 環

境 改 善 に 努 め た 。  

市 内 体 育 施 設 の 利 用

者 数 ： 1,000,000 人 

ス ポ ー ツ 推

進 審 議 会 の

開 催 、 ス ポ ー

ツ 推 進 委 員

の 運 営  

審議会を通じて専門家

や市民から市のスポー

ツ施策に関する意見を

聴くとともに、地域住民

であるスポーツ推進委

員 と 協 働 し て ス ポ ー ツ

の普及を図る。 

ス ポ ー ツ 推 進 審 議 会  

開 催 回 数 ： ２ 回  

ス ポ ー ツ 推 進 委 員  

会 議 ： ２ 回  

研 修 会 等 ： ８ 回  

実 技 指 導 ： ９ 回  

そ の 他 地 域 で の 実

技 指 導  

A  

ス ポ ー ツ 推 進 審

議 会 で は 、 「 生 駒

市 ス ポ ー ツ 推 進

計 画 【 改 訂 版 】 」

の 各 施 策 の 進 捗

状 況 や 検 証 等 を

行 う と と も に 「 第 ２

期 生 駒 市 ス ポ ー

ツ 推 進 計 画 」 を 策

定 し た 。  

ス ポ ー ツ 推 進 委

員 で は 、 フ ァ ミ リ

ー ス ポ ー ツ の 集

い や い こ ま ス ポ ー

ツ の 日 、 各 種 障 が

い 者 ス ポ ー ツ 支

援 事 業 等 で の 実

技 指 導 に よ り 、 更

な る 地 域 ス ポ ー ツ

の 推 進 が 図 れ た 。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【評価による課題】 

・令和５年度は、ほとんどのスポーツ事業をコロナ禍以前のように制限なしで 
実施することができ、市民がスポーツに夢や憧れを抱ける機会やス ポ ー ツ を  
始 め る き っ か け 、 ス ポ ー ツ に 親 し ん で も ら え る 機 会 を創出することができた。 
特に、障がい児用運動プログラムをはじめとする障がい者対象事業は多くの 
参加者から高評価をいただいているため、今後は継続してスポーツにふれあ 
っていただける環境とするため関係団体との更なる連携や地域の協力が必要 
と感じている。 

・学校部活動の地域移行や地域連携については、国の実証事業を受託し、市ス 
ポーツ協会や市内総合型地域スポーツクラブ等の実施主体と連携し取り組み 
を進めているが、今後は国や県が目標として掲げている令和８年度までの地 
域移行を目指し、関係団体等との調整を図りながら更に進めていく必要があ 
る。 

 
 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】 

・「生駒市スポーツ推進計画」の重要施策である総合型地域スポーツクラブ育  

成・支援事業やみんなのスポーツ推進事業については、市民ニーズや参加者  

等の意見を取り入れながら引き続き取り組みを推進する。  

・休日の学校部活動の地域移行を見据え、将来にわたりスポーツ・文化芸術活 

動に継続して親しむ機会を確保するため、令和５年度に設置した「新たな地 

域クラブ活動推進協議会」で検討し、生徒や児童にとって持続可能で多様な 

環境を構築する。  

 
 

＜参考データ＞ 

 スポーツ、レクリエーション活動の実績             （単位：人）  

事業名  令和５年度  令和４年度  事業名  令和５年度  令和４年度  

体育大会  4 , 9 0 9  4 , 5 0 7  学校体育施設開放  2 , 8 0 8  2 , 7 8 2  

ファミリースポーツの集い 7 2  3 4  生駒ふれあい市民マラソン 中止  中止  

小学生長距離走記録会  3 1 7  2 9 7  生駒山スカイウォーク  廃止  4 0 0  

スポーツ教室  3 , 7 2 1  4 , 5 7 0  チャリロゲいこま  4 9  6 5  

体育館無料開放  1 , 4 3 8  1 , 2 7 3     

 

 社会体育施設の利用実績                    （単位：人） 

施設名 令和５年度  令和４年度  施設名  令和５年度  令和４年度  

生駒北スポーツセンター 128,860 123,835 滝寺公園  140,553 136,804 

イモ山公園  54,538 52,460 むかいやま公園 38,665 38,742 

北大和  84,599 83,179 小平尾南  32,849 35,256 

総合公園 132,698 115,574 井出山  181,493 189,453 

山麓テニス  22,168 21,265 合  計  809,579 796,568 

 



 

61 

点検及び評価に関する意見 

 


